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序

島根県教育委員会では、平成１２・１３年度に「島根県近代化遺産総合調査」を実施

いたしました。

本書は、２年間の調査結果をまとめたものであります。日本の近代化に貢献した

県内に所在する産業・交通・土木に関する構築物について調査し、基礎資料を作成

することができました。

この成果が県内の近代化遺産に対する理解を深め、歴史的遺産として地域作りの

一助となれば幸いであります。

なお、調査の実施にあたりご指導いただきました文化庁文化財部建造物課をはじ

め、現地調査と報告書作成にご協力いただきました調査委員と調査員ならびに地元

市町村教育委員会に厚くお礼申し上げます。また、調査にご協力いただきました所

有者並びに地元関係者に対しまして心からお礼申し上げます。

平成１４年３月

島根県教育委員会

教育長 山 � 悠 雄



例 言

１ 本書は、島根県教育委員会が平成１２・１３年度に文化庁の国庫補助事業として実施した

「島根県近代化遺産（建造物等）総合調査」の調査報告書である。

２ 本書の執筆は、調査委員・現地調査員と事務局が分担した。担当者名は、各文末に記した。

３ 調査目的・調査経過・調査組織等については、調査概要の項目にかかげた。

４ 概論編では、建築・産業・土木をテーマとして、概観し、まとめた。

５ 個別解説編では、島根県を代表する１０９件の近代化遺産の事例を紹介した。

個別解説編の掲載順序は、原則として、調査項目分類表の順番、続いて市町村建制順とし

た。しかし、編集の都合上、一部変更したものもある。

６ 個別解説編のタイトルには、原則として、遺産の名称・分野・所在地・竣工年等をかかげ

た。しかし、分野によっては、構造形式・沿革等をかかげたものもある。

７ 資料編では島根県の近代化遺産の総括一覧表を掲載した。

８ 参考文献は、原則として、執筆項目ごとに文末に示した。

９ 本報告書掲載写真は調査委員・調査員及び事務局が撮影・作成した。表紙の写真ほかは

武智正信の撮影に係る。その他の写真は撮影者・提供者・引用文献を示した。

１０ 本報告書掲載の図面については、その出典・所蔵先・提供者を示した。

１１ 本書の編集は、馬場俊介先生の指導を得て、島根県教育庁文化財課で行った。
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１ 目的

近代の産業・交通・土木に関する建造物につ
いては、現在までに文化財的保存の措置がほと
んど取られていない状況にあるばかりでなく、
全県的な所在調査も十分に行われていない。し
かし、これらの貴重な文化財も、技術革新や産
業構造の変革、経済効率の問題などにより、取
り壊しや改変が進行している。したがって江戸
時代末期から第二次世界大戦終結時までに、島
根県の近代化の過程で造られた工場・炭田など
の産業関係、駅舎や石橋・灯台などの交通関
係、溜池などの土木構造物及びこれらと一体と
なって保存されるべき施設や備品等について早
急に、形態・意匠等の特徴や実情について、総
括的な調査を実施し、保存措置を講ずるための
基礎資料作成を目的とする。

２ 事業主体

島根県教育委員会

３ 調査期間

平成１２～１３年度（２か年）

４ 調査対象

（１）近代的手法によって造られた建造物（各種の
構築物、工作物を含む）で、産業・交通・土木
等に係わるもの。

（２）江戸時代末期から第二次世界大戦終結時まで
に造られたもの。
�産業関係 農業、林業、水産業、工業、商業等
各種産業施設
�交通関係 鉄道施設（駅舎・トンネル・倉庫
等）、道路施設（道路橋・トンネル等）
�土木関係 港湾施設、ダム、発電施設、上下水
道施設等
�その他 金融・教育文化等に係わる構築物及び

これらと一体となって保存されるべき備品等

５ 調査体制

（１）調査委員会
学識経験者６名からなる島根県近代化遺産

（建造物等）総合調査委員会を組織し、事務局
を島根県教育庁文化財課に設置した。
調査委員会は具体的調査対象、方法等を決定
し調査指導を行うこととした。

（２）調査員
特別調査員 特定の物件にかかる調査・指導
のため若干名の学識経験者を委嘱した。
現地調査員 市町村を単位とした近代化遺産
の悉皆調査を実施するため、各市町村教育委員
会の推薦に基づき６２名の現地調査員を委嘱し
た。
これらの調査組織は以下のとおりである。

「近代化遺産総合調査事業」調査委員

特別調査員

現地調査員

（委員長）
馬場 俊介

岡山大学教授
土木史、
風景論

斎藤 英俊
東京国立文化財研究所
国際文化財保存修復協力センター

建築

和田 嘉宥 米子工業高等専門学校教授 建築

脇田 祥尚 島根女子短期大学講師
建築、
地域計画

森口 保
松江工業高等専門学校講師
島根県産業考古学会会長

産業

相良 英輔 島根大学教授
歴史（近
代史）

小西 純一 信州大学工学部助教授 鉄道橋梁

氏 名 勤務先等 調査区域

森口 保 松江工業高等専門学校講師 松江市

成相 脩 建築風土記研究会 主宰 松江市

乾 隆明 松江市文化財保護審議会 委員 松江市
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事務局
島根県教育庁文化財課
課長 勝部 昭
課長補佐 小田 時通（平成１２年度）

藤原 弘
田中 敏夫

文化財係長 若槻 真治（平成１２年度）
主任主事 原 明彦（平成１２年度）
主任主事 小原 拓生
主事 栗栖 明知

６ 調査の経過

（１）平成１１年度の調査
�市町村教育委員会及び関係機関の協力により所
在状況調査（事前調査）を実施し、事前調査票
を作成する。その結果、４８６件の報告を受ける。

氏 名 勤務先等 調査区域

宮本 徳昭 島根県文化財保護指導委員 浜田市

永田 滋史 出雲市文化財審議会 委員 出雲市

今岡 清 島根県文化財保護指導委員 出雲市

渋谷 宏文 益田市

篠原 亨 益田市

勝部 昌正 大田市

足立 正智 安来市文化財保護委員の会 委員 安来市

松田 忠幸 江津市文化財研究会副会長 江津市

河原喜久夫 平田市文化財審議会 会長 平田市

山本 弘 鹿島町文化財保護審議会 委員 鹿島町

石川 光男 島根町文化財専門委員 島根町

錦織 慶樹 美保関町教育委員会 美保関町

松本 浩 東出雲町教育委員会 東出雲町

石倉 文晴 八雲村

片岡 詩子 玉湯町教育委員会 玉湯町

犬山 英男 島根県文化財保護指導委員 宍道町

池田 浩 八束町公民館 八束町

藤原 久良 広瀬町文化財専門委員 広瀬町

梶谷 範敏 文化財専門委員 伯太町

千原 祥弘 仁多町教育委員会 仁多町

安部 英 横田町文化財専門委員 横田町

松田 勉 大東町文化財審議会 委員 大東町

太田 潔 加茂町文化財審議員 加茂町

浅沼 博 木次町文化財専門委員 木次町

藤原 豊善 三刀屋町社会教育指導員 三刀屋町

杉原 文昭 吉田村文化財保護審議会 委員 吉田村

岡田 幸夫 掛合町

今田 昭二 頓原町誌編纂室長 頓原町

山碕 昭三 赤来町

持田 享一 斐川町

佐々木敬志 佐田町文化財調査員 佐田町

石飛 � 多伎町文化財専門委員 多伎町

春日 弘 湖陵町誌編纂室 湖陵町

稲根 克也 大社町教育委員会 大社町

多田 房明 温泉津町立温泉津小学校 温泉津町

児島 久友 仁摩町

氏 名 勤務先等 調査区域

河部 吉 川本町文化財保護審議会 委員 川本町

藤原 昊 邑智町文化財保護審議会 副会長 邑智町

唐渓由美子 大和村教育委員会 大和村

日高 亘 羽須美村文化財審議会 副会長 羽須美村

吉川 正 島根県文化財保護指導委員 瑞穂町

藤田 典幸 石見町文化財保護審議会委員 石見町

山田 栄康 桜江町文化財保護審議会 委員 桜江町

宇川 徳美 町誌編纂委員 金城町

佐伯 充男 旭町文化財保護審議委員 旭町

佐々木 誠 弥栄村教育委員会 弥栄村

永田 博 三隅町文化財審議会 委員 三隅町

領家 哲也 美都町

栗田 美文 匹見町埋蔵文化財調査室 匹見町

百合本修司 津和野町文化財保護審議会 委員 津和野町

村上 進 日原町文化財保護審議会 委員 日原町

村上登志雄 柿木村

末岡 仁志 六日市町文化財審議委員 六日市町

横田 芳光 島根県文化財保護指導委員 隠岐島後

八幡 賢一 隠岐島後文化財保護審議会 委員 隠岐島後

田邑福太郎 海士町

真野 享男 西ノ島町文化財保護審議会 委員 西ノ島町

山本 英樹 知夫村教育委員会 知夫村



（２）平成１２年度の調査
�事前調査票をもとに一次（予備）調査を実施し、
７３２件の報告を受ける。
�調査委員会で一次調査結果の分析検討を行い、
重要物件の選定を行う。
�報告書の構成について協議する。
（３）平成１３年度の調査
�重要物件の実地調査を行う。
�調査結果を報告書としてとりまとめ刊行する。

７ 報告書の執筆と編集

この報告書の執筆と編集は、以下の分担によ
り実施した。
執筆者（個別解説編のみ、５０音順）
足立正智、安部 登、安部 英、池橋達雄、石
飛 赳、今岡 清、犬山英男、大国晴雄、岡�
秀紀、岡崎雄二郎、尾川隆康、小野田滋、片岡
詩子、片倉愛美、勝部 昭、勝部昌正、河原喜
久夫、吉川 正、倉井雄一、栗栖明知、後藤玉
樹、河野敏弘、小原拓生、篠原 亨、渋谷宏文、
滝中茂、仲野義文、中西一郎、成合 脩、日野

実、平野久雄、真野亨男、松田忠幸、宮澤明久、
宮本徳昭、村上 進、百合本修司、横田芳光、
若槻真治

事業略年表
平成１２年度
８月２５日 現地調査員説明会
１１月１７日 第１回調査委員会議

・一次調査の結果について分析検討
を行うとともに、今後の二次（実地）
調査の進め方を協議した。

３月２９日 第２回調査委員会議
・一次調査の結果、リストアップさ
れた７３２物件について分析検討する。
・報告書の編集方針及び構成につい
て協議する。

平成１３年度
１１月２８日 第３回調査委員会議

・報告書執筆及び監修の分担を決定
し、報告書執筆要領（構成・表記な
ど）について最終確認する。



分 野 種 別 具 体 例 分類
番号

第一次
産 業

農 業
堰堤、ため池、井戸、用水路、水門、取水・揚水・排水施設、水車、試験場、集産所、加工所

１

１
精米所、事務所、倉庫、組合、果樹関係施設、獣害防御施設

林 業 事務所、製材所、集材所、貯木場、森林軌道、橋、隧道、詰所、倉庫 ２

漁 業 漁港施設、水産加工施設、船だまり、ドック、捲上小屋、倉庫、試験場 ３

牧 畜 牧場、牧柵、酪農施設 ４

養 蚕 蚕室、蚕業試験場、蚕種製造所、倉庫 ５

第二次・
第三次
産 業

製鉄鋳物業 工場、事務所、反射炉、倉庫、設備

２

１

繊 維 紡績、製糸、織物、染色、縫製、工場、事務所、倉庫、試験場、設備 ２

製 紙 工場、試験場 ３

醸 造 酒造、醤油造、麹造、工場、酒蔵、事務所、倉庫、店舗、設備 ４

窯 業 煉瓦窯、磁気・陶磁窯、事務所、倉庫 ５

商 業 銀行、店舗、旅館 ６

そ の 他 工場、事務所、倉庫、設備 ７

公 共

鉱 業
鉱山、採掘地、事務所、電煉場、製品倉庫、分析所、製鑵工場、選鉱場、溶鉱場、鋳物場

３

１
資材倉庫、坑道、送風場、油田、採石場

電 力 発電所、変電所、送電施設、鉄塔、導水路、放水路 ２

鉄 道 トンネル、駅舎、軌道、鉄橋、機関車、客車、車両、事務所、ホーム、倉庫、工場、操車場、官舎 ３

道 路 橋梁、橋脚、トンネル、洞門、切り通し、石碑、地下道、人道橋、石畳、擁壁、石垣、石柱、自動車 ４

水 運

埠頭、棧橋、灯台、税関、倉庫、船倉、運河、船江、船堀、水門、造船所（船大工）、ドック、船舶

５堰堤、堤防、護岸、水はね、放水路、閘門、樋門、水門、伏越

防波堤、防潮堤、消波堤、護岸、潮切堤

水 道
水源地、取水場、浄水場、貯水槽、貯水池、配水場、ポンプ室、ダム、管理事務所、水道、水路

６
放水路、水門、沈砂池、沈殿池、揚水機場

治 水 砂防堰堤、堤防、護岸、放水路 ７

行 政 官公庁、郵便局、石門 ８

文 化 公民館、教会、迎賓館、公園、町並 ９

教 育 学校、石門、石柱、奉安殿、倉庫 １０

医 療 病院、医院 １１

産業組合 事務所、倉庫、集会所 １２

その他

生 活 洋館、石垣、公衆浴場、託児所、火葬場

４

１

軍 事 飛行場、塹壕、弾薬庫、射撃演習場、防空壕、地下施設、土塁 ２

そ の 他 碑、像 ３

島根県近代化遺産総合調査分類表



☆地図（所在場所が分かるもの）
島根県近代化遺産総合調査票（予備調査）

名 称

旧名称
（用途・目的）

所在地

所有者（管理者）

構 造 木造・鉄筋コンクリート・鉄骨・レンガ・石造・土造・その他（ ）

規 模 階数（ ），平面規模 約（ ）m×（ ）m

意 匠

竣工年月日 明治・大正・昭和 年 月 日（頃）

保存状況 良好・普通・不良・その他（ ）

現在の利用状況

付属資料 付属の道具・機械・設備・棟札，設計図面・設計書，その他（ ） 有・無

関係資料 文献，図面・古写真・文書等

備考（特徴等）

※分 類 〔分野〕 〔種別〕

調査員氏名

※分類は、別紙分類表により記入してください。 ☆裏面に地図を添付してください。

（表） （裏）

調査票様式

調査票の記入例



近世の出雲国は松江藩とその支藩である広瀬、母
里の３藩、石見国は東から石見銀山領（天領）、浜
田藩、津和野藩、隠岐国は幕府からの預かり地とし
て松江藩の支配のもとにあった。
幕末維新期、大村益次郎が率いる長州軍は、松江
藩や紀州藩を主力とする幕府軍を益田において一蹴
し、浜田城も落とした。大政奉還を待たずに浜田藩
領、石見銀山領を支配下に置いた。隠岐島では水若
酢神社宮司忌部正弘ら神官庄屋たちが、武装した島
民４千人を率いて松江藩の郡代を追放して島民によ
る自治政府を樹立する。後に隠岐騒動と呼ばれるこ
の自治政権は、新政府の命で松江藩によって鎮圧さ
れるまで８０日間維持された。幕末動乱期に孤島で繰
り広げられたこのドラマについての解明は未だ進ん
でいない。騒動から翌年にかけて、新政府の神仏分
離政策に応じて、他地域では見られない徹底的な廃
仏毀釈が行われた。島内の寺院、仏像のほとんどが
このとき破壊された。
松江藩は親藩であったこともあり、勤王の立場の
明確化が遅れたことから、西園寺公望を総督とする
山陰道鎮撫使の取り調べを受けることになった。
石州口の戦いで長州軍の通過を黙認した津和野藩
は、小藩ながら早くから藩校である養老館を充実さ
せ、国学や洋学など学問を重んじ、人材の育成に努
めた。その結果、西周（洋学啓蒙学者）や森�外を
輩出した。また、藩主亀井茲監や大国隆正、福羽美
静らは維新政府の初期に中央にあって復古的な祭政
一致政策を推進する中心勢力となった。
隠岐騒動の結果、全国に先駆けて明治２年（１８６９）
隠岐県が設置された。石見の長州藩支配地には大森
県が置かれ、後に県庁を浜田に移して浜田県となる。
明治４年の廃藩置県で松江県、広瀬県、母里県が成
立する。同年この３県と隠岐県を併せて島根県とな
る。隠岐はその後鳥取県に属したこともある。明治
９年からは今の鳥取県を併せて島根県とされた。島
根県の現在の県域が確立したのは明治１４年であっ
た。
学制、太陽暦、徴兵令、地租改正など新政府は次々
と各般にわたる改革を推進する。中央集権的な近代
国家の体制が整えられる一方、反政府運動も活発化

する。西南戦争以後は国会開設を求める自由民権運
動として全国的に展開される。県下でも山陰自由党、
石陽自由党、石見立憲改進党などが組織された。明
治１５年、松江の山陰自由党関係者によって「山陰新
聞」が創刊された。その後に発行された「松陽新報」
とともに、長くこの地方の論壇をリードした。
明治５年に学制が公布され、翌年に平田小学校、
雑賀小学校（松江）が開校する。以来県下各地に小
学校が開設される。明治８年には初の県立学校とし
て教員伝習校（師範学校）が開設され、明治９年に
は松江中学校も開校する。その後、島根県医学校や
私立の松江法律学校なども開設された。明治２３年に
はラフカディオ・ハーン（小泉八雲）を松江中学校
に招聘した。明治３０年代には女学校、農林学校、商
業学校、さらには図書館などが全国的にも決して遅
くない時期に開設を見ている。
道路改修、道路網の整備は明治初期から取り組ま
れた。不安な世情のなか、広島鎮台との連絡を容易
にするという治安上軍事上の要請もあった。松江―
山口街道、宍道―三次街道、浜田―広島街道の３路
線の改修は松方デフレの不況のなか、県会の反対を
押し切って明治１７年に着手し２４年まで、総工費９０万
７千円余を費やして完了した。
近世以来交通運輸の中心であった海上交通は近代
に入っても引き続いた。松江周辺地域は中海、宍道
湖にたくさんの定期航路が運航していた。出雲と石
見を結ぶのも、京阪神と結ぶのも大阪商船会社等に
よる下関回りの日本海航路が多く利用された。明治
３９年に県の補助を受けた境港―舞鶴間の定期航路が
開設され、阪鶴丸が就航し京阪神への時間的距離を
大幅に短縮させた。
鉄道開設運動は明治２０年代から始まるが、３０年代
の山陰鉄道期成同盟の請願により本格化する。明治
４１年にようやく米子―松江間が開通、４３年に出雲今
市まで、４５年に大社までが開通する。出雲今市以西
はさらに遅れ、浜田までが大正１０年、下関までの山
陰線全面開通は昭和６年までかかる。鉄道の開通は
経済のみでなく、政治や文化にも大きな影響を与え
た。
古くから中国山地一帯で盛んであった鈩製鉄業は

１ 島根県の近代化
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洋鉄におされて大正１０年前後にはすべて閉鎖するこ
とになった。また、大森銀山、笹ガ谷鉱山をはじめ
として県下には多くの鉱山が稼働していた。大森銀
山は藤田組によって、笹ガ谷鉱山は「銅山王」堀籐
十郎が経営し、施設や技術の近代化が図られ、明治
から大正期に最盛期をつくった。しかし一方では、
周辺地域への鉱害の被害が問題化されはじめたこと
も重なり、次第に衰退していくことになった。
養蚕と製糸業は明治初期から強力な奨励と指導が
行われた。明治３０年ごろから県下各地に製糸工場が
つくられ、代表する産業に成長した。が、日清・日
露戦争を経て資本主義化、工業化の進む中で、東京
や大阪から遠く離れた島根県は、工業発展から取り
残されることなる。
地域産業の工業化が振るわないなかでは、農林水
産業が産業の中心にならざるを得なかった。明治初
期から先覚的な指導者や、農事試験場の指導によっ
て農業生産力向上のためにさまざまな工夫が図ら
れ、努力が払われてきた。
島根の戦前の農業を特色づけたものに地主制があ
る。全国的にも地主制が進んだ地域であったが、明
治１０年代のデフレや米価の上昇等によってその傾向
は強まり、２０年代には県下の耕地の半分が小作地で
あった。鈩製鉄に従事した中国山地の山林地主や松
江市、簸川郡に住む少数の人々が５０町歩、１００町歩
の小作地を所有し、島根県の政治、経済にも大きな
影響を及ぼしていた。
大正３年に始まった第一次世界大戦に参戦したわ
が国は、戦時特需により工業生産を飛躍的に増大さ
せた。製造業、金属工業は戦争前と比べて３０倍もの
急成長を遂げた。県下でも安来製鋼等の製鉄業、造
船業に成長が見られた。同時に物価の急騰もとどま
るところを知らない状態が続いた。このため大正７
年夏、全国各地で米騒動が勃発する。県下でも浜田
町（現浜田市）で米商人等が襲撃される騒動が発生
している。
全国的にもこの後、社会主義政党や労働組合、農
民組合が多数結成され、工場ストライキや小作争議
が活発化し社会問題化する。県下でも同様である。
昭和４年の世界恐慌は深刻な農業恐慌、農村不況

をもたらし、県下をも直撃することになる。６年に
は満州事変に始まる日中戦争に突入し、その後１５年
にわたる戦争の時代を迎える。
浜田の歩兵第２１連隊、松江の歩兵第６３連隊は中国
大陸や南方戦線に出動、各地を転戦した。２１連隊は
明治２０年に創設、その後３１年に営舎を浜田に移し、
６３連隊は明治３８年に創設された。いわゆる郷土部隊
である。
終戦直前の昭和２０年、本土決戦用に簸川郡出西（現
斐川町）には海軍航空基地が突貫工事で建設された。
この基地は県下では数少ない空襲の標的となった。
戦後の驚異的な高度成長の過程では、島根県を含
む地域は「裏日本」としての位置づけを余儀なくさ
れ、経済発展の後進性に加えて過疎化という新たな
深刻な課題をも負うことになった。１９世紀末から１
世紀以上、県人口は７０万から９０万人の間で推移し、
現在減少傾向をみせている。もちろんこれに対して
手をこまねいていたばかりではなかった。英知を集
め、克服する努力を続けてきた。「島根の近代史は、
後進性に対する挑戦の歴史であった」といわれる所
以である。

これらすべてが――古い家中屋敷もその庭も―
―永遠に消えてしまうのにそう長い歳月を要し
ないだろう。すでにわが家の庭よりも広くて美
しい庭が数知れず田んぼや竹やぶに変ってしま
った。そして古風な出雲の町も、長い間の懸案
だった鉄道が――たぶんあと十年を待たずして
――開通すれば、膨張し、変貌し、月並みの町
になって、この地所を工場や製作所の用地に転
用せよと言い出すだろう。ここだけではない、
日本の全土から、昔ながらの安らぎと昔ながら
の趣が消え去るのは免れぬ定めらしい。
ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）がこの文章を
書いたのは明治２５年。戦争の惨禍、さらにブルドー
ザーが日本列島を縦横無尽に席巻し、ハーンの危惧
したとおりになった。しかし、当たらなかったこと
もある。ハーンの住んだ家は工場に換わることもな
く、愛した庭とともに当時のまま保存されている。

（内田 融）

１ 島根県の近代化
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島根の産業概観

島根の近代産業としては、まず近世期以来の伝統
産業である鉱山業を挙げなければならない。鉱山業
には砂鉄を原料とした鈩製鉄業と、銅の採掘・精練
がある。鈩製鉄業は飯石、仁多、能義３郡を中心に
近世初期から盛んであったが、近代以降鉄鉱石を原
料とした溶鉱炉による洋鉄に押されて衰退してい
き、大正後期にはほぼ衰滅した。銅山の主なものと
しては、八束郡の宝満山、畑ヶ迫（現、津和野町）
の笹ヶ谷鉱山、大森鉱山（現、大田市）があり、明
治、大正期に盛況であった。明治４３年島根県内務部
『島根県商工業概要』によると、各鉱山の職工人員
と労働人夫の合計は、宝満山鉱山４８１人、大森鉱山
６８２人、笹ヶ谷鉱山３１５人となっている。さらに近世
期からの伝統的な産物としては雲州木綿がある。楯
縫、出雲、神門の３郡を中心に展開していた綿作を
背景に木綿織物業は盛んであった。近代以降、大都
市の大資本による企業に押されて衰退を余儀なくさ
れたが、出雲地域にはいくつかの機械紡績業、木綿
織物業が残った。
明治以降新しく起こった近代産業の代表は、製糸
業である。近代以降盛んになった養蚕業を背景に明
治末には、５０人以上の従業員を抱える大工場が、松
江地域や簸川郡を中心に展開した。
このほか、鈩製鉄業の衰退に替わり発展していっ
たのは、鈩製鉄業の燃料である炭の生産技術を生か
した家庭燃料用木炭業である。木炭生産は、鈩製鉄
業の盛んであった飯石郡、仁多郡を中心に展開する
が、この地域の木炭は大衆需要の黒炭で、邑智郡で
は高価な白炭生産が盛んであった。ともあれ、島根
県の木炭は明治期から全国有数の生産を誇った。
また、瓦や粗陶器を生産した陶業も島根を代表す
る産業である。瓦は那賀郡の江津や浜田で生産され

た石見瓦（石州瓦）、八束郡の古江、出雲の大津な
どで生産された出雲瓦が主なものである。生活用品
である粗陶器は、水甕、擂鉢、植木鉢、土管などで
あるが、「丸物」と総称され、江津、浜田、出雲の
大津などで盛んに生産されていた。
それでは、島根県を代表する近代産業として製糸
業を少し詳述してみたい。

近代産業としての製糸業

『旧松江藩引継款、明治５年出雲国物産表』（島根
県庁蔵）によると、生糸、木綿の生産は楯縫、出雲、
神門の３郡で大きな比重を占めている。製糸業は近
代以降急激に発展した産業である。「島根県統計」に
よると、明治３０年の養蚕家戸数は３万戸、収繭高１５
万貫、桑畑３０００町歩であるが、大正５年になると、
養蚕農家３万９０００戸、収繭高９２万貫、桑畑５５００町歩
となっている。明治２０年には機械製糸による生産が
始まっている。同４１年の『第二次殖産十年計画』に
よると、県下総生産額の６割は機械による生産、４
割が座繰ないし足踏器による生産となっている。『島
根県商工業概要』によると、明治４３年島根県工場総
数の半分を超える５３が製糸業である。なかでも従業
員５０人以上の大工場が１６を数える。地域別工場数を
みると、簸川郡に３５、松江市に１９があった。平田町
（現、平田市）には県下第一の規模を誇る平田両全
株式会社の３製糸場があった。３工場とも従業員１００
人以上の規模を持っていたが、大正５年に米子製糸
合名会社に吸収・合併され、同９年には日本製糸株
式会社（ニホンレーヨン）になった。羽二重、絣も
島根の代表産物である。羽二重生産は明治２５年松江
蚕業株式会社で始められ、益田、津和野でも製織さ
れた。絣は能義郡広瀬町を中心に明治３０年代に黄金
時代を築いた。

（相良英輔）

２ 島根県の近代産業
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和風色が強い島根の近代建築

島根県はラフカディオ・ハーンが「日本民族の揺
籃の地」と呼んだように神話の時代から古い歴史を
誇り、中央とも深い交流を保ちながら独自の文化を
育んできた。明治４０年の皇太子山陰行啓に際して、
鳥取の仁風閣が西洋式（ルネッサンス様式）で造ら
れたのに対して、松江の興雲閣（p．８３～８５）（明治
３６年）は擬洋風ながらも和風が基調になっている。
出雲大社の存在は近代建築に対しても影響力を与え
ている。出雲大社神苑の拡張に対応して大正１３年に
建て直された旧 JR大社駅（p．１１９～１２２）（県指定
文化財）は建築当時「大社本殿に形どった純日本式
木造」とも言われていた。明治から大正にかけて郡
役所が各地に造られるが、旧周吉ほか三郡役所（現
隠岐郷土館；明治１８年）、旧邇摩郡役所（p．７１）（現
石見銀山資料館；明治３３年）、旧鹿足郡役所（p．７９）
（現津和野町役場；大正８年）、旧美濃郡役所（p．６９）
（現益田市歴史民俗資料館；大正１０年）など現存す
る郡役所の遺構は全て和風表現である。伝統を重ん
じる気風は島根県全県に浸透していたと思われる。
近代建築として島根県内でもっとも古い建築遺構
は松江市苧町にある旧田野医院（p．９８～１００）（明治
４年？）である。この建物は苧町病院として建てら
れた県内最古の病院建築である。入母屋屋根や土蔵
造は伝統的であるが、開口部の半円アーチや建物四
隅の石積み風な仕上げは明らかに西洋風であり、全
国的に見ても病院建築としては最古の遺構であろ
う。
官公庁の建築以外では、銀行建築や商業建築に新
しい建築様式が現われる。島根県農工銀行（明治３１
年；現存せず）は２階建の木造建築だが、フレンチ・
ルネサンスを基調とし、外観には柱形を張り出し、
入り口上部の円塔が印象的だった。一方では、町並
みに合わせた土蔵造の銀行建築が登場する。山陰合
同銀行の前身松江銀行本店（明治３６年）は土蔵造の
擬洋風建築で、正面車寄せの柱や軒蛇腹の繰形など
に、擬洋風の手法が伺える建物だった。同様の銀行
建築としては明治３７年建築の第三銀行今市支店が

あった。
昭和になると鉄筋コンクリート造の建築が登場す
る。御大典を記念して造られた松江商工会議所（昭
和４年；現存せず）は正面の外部階段を意匠に取り
入れて、セセッションや表現主義を意図した外観で
新しい時代の到来を告げるものである。一方、旧日
本銀行松江支店（現カラコロ工房；昭和１３年）は本
格的な古典様式の建築で、重厚な姿を今も堀川に写
している。
道路や海上航路は比較的早くから発達する。安来
銀行本店（大正３年；現存せず）は大阪の業者が請
け負い、煉瓦などの主要材料はすべて大阪から舞鶴
経由で阪鶴丸によって運搬された。
山陰における鉄道建設はやや遅れる。従って島根
県下の駅舎の建築は大半は大正以降のものである。
その中で、代表的な遺構はやはり旧大社駅や出雲横
田駅（p．１１６）（昭和９年）である。一畑軽便鉄道は、
大正３年に今市～平田間が開通し、昭和２年に電化
して今市～北松江間が全通し、さらに昭和５年には
川跡～大社間を開通させ、現在に至る。鉄筋コンク
リート造の大社神門駅（p．１２３）（昭和５年）はアー
ルデコ調の駅舎として特異である。
海上航路の水先案内として建てられた灯台にも特
筆すべきものがある。島根県の島根半島の両端には
それぞれ聳える出雲日御碕灯台（p．１４０）（明治３６年）
と美保関灯台（p．１３８）（明治３１年）とがある。日御
碕灯台は高さが３９メートルあり、東洋一といわれる。
石造円形の平面は内側を煉瓦積で壁が二重にするな
ど、構造的な工夫も見られる。美保関灯台は高さは
低いが、建築年は日御碕灯台より５年古く、吏員退
息所（p．１３９）（現在美保関灯台ビュッフェ）も現存
している。
教会建築にも特筆すべきものがある。日本基督教
団横田相愛教会（p．８７）（大正１２年；登録文化財）と
津和野カトリック教会（昭和４年；登録文化財）で
ある。相愛教会は、当地のキリスト教求道者岡崎喜
一郎（明治２９年同志社卒業）が、私財を投じて建て
た教会堂である。施工にあたった内田武之助は、刑
務所服役中に習得した洋風建築技術を、この教会建
築に捧げたという。町内後田の武家屋敷地内に建つ

３ 島根県の近代建築
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津和野カトリック教会は、単塔形式のゴシック様式
である。外装はモルタル塗のため、細部は簡略化さ
れているが、ゴシックの基本形態はよく表現されて
いる。
最後に教育施設について触れておく。島根県下各
地では、明治５年の学制の頒布に伴い、小学校が創
設されるが、最初は、私塾や寺院を転用しながら開
校された。その後、順次、新校舎が造られるが、い
ずれも木造であった。県下には旧寺領尋常高等小学
校（現木次町健康の森集会施設；大正１３年）や粕淵
小学校講堂（昭和２年）など大正末や昭和初期の木
造校舎の以降が幾つか残っている。旧制中学校は、

明治８年５月１７日に教員伝習校予科教師桃好裕等の
建言書が発端となって松江の教員伝習所に変則中学
校が併設され、９年３月１８日から開校となっている。
これが後の島根県第一中学校で、明治１３年７月に那
賀郡浅井村（現浜田市）に第二中学校が、明治３３年
に杵築町（現大社町）に第三中学校が開校する。大
社高校いなさ会館（登録文化財）は旧制第三中学校
講堂（明治３４年）の一部である。学校建築も和風を
基調として造られていたことが現存遺構によって伺
える。

（和田嘉宥）

３ 島根県の近代建築
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［１］ 島根の近代化と土木遺産

全国の近代土木遺産の調査・分析が進むにつれ、
そこには都道府県によって大きな違いのあること、
また、幕末・明治初期、明治中・後期、大正期、昭
和戦前期のように、時期によって大きく左右される
ことも明らかになってきた。それは、封建制社会か
ら近代社会への離脱の状況が都道府県によって大き
く異なっていたことと、年代に応じて加速もしくは
減速される分野が都道府県によって全く異なってい
たことに起因している。そして、それらの背後には、
旧藩時代の上級武士・庄屋・豪商の意向、県令・知
事の施政方針、県吏や住民の近代化に対する意識、
介在した技術者の技量や好み・人脈といった人的要
因に加えて、地理的な位置、外国との関わりの度合、
気象、地形・地勢、材料の供給、既往の産業、交通
（海路・陸路）の便などの様々な因子が複雑に絡み
合って介在してぃる。
中国地方について見ると、山陽側の３県について
は、近代土木遺産から見る限り（かなり単純化した
議論となるが）、岡山が「農業」、広島が「軍」、山
口が「産業」に特化した発展過程を辿ったと概観す
ることができる。同じ瀬戸内にありながら三者三様
の様相を示していることは、非常に印象的な結果で
あった。しかし、山陰側の２県については、近代化
のプロセスの特徴が何であったかよくわからない、
というのがこれまでの正直な見方であった。今回、
島根県の近代化遺産総合調査に参画して県内に現存
する重要な土木遺産のリストを大まかに眺められる
ようになっても、「島根とは何か」は曖昧模糊とし
ていた。そこで試みに、県内の近代土木遺産を明治、
大正、昭和の３期に分けて地図上にプロットしてみ
た（図－１）。すると、ようやく地域性らしきもの
が浮かび上がってきた。以下、それについて述べよ
う。

明治期
まず、「明治の島根」と題した地図をご覧いただ
きたい。これは、県内の近代土木遺産の中で、竣工

が明治期で、かつ、「土木遺産」と呼ぶに相応しい
構造物を地図上にプロットしたものである。構造物
の種類は、灯台、鉱山、道路（隠岐のみ）、鉄道（出
雲以東のみ）の４種類しかない。「遺産」に相応し
くないものまで入れれば、もっと他の種類の構造物
も出てくるのであろうが、県全体の大まかな傾向を
感じ取るにはこれで十分だと思われる。なぜなら、
その県にとって真に重要なものなら、�かなりの数
が造られていたか、�桁外れに立派なものが造られ
ていたかのどちらかであり、�なら今でもかなりの
数が現存しているはずであり、�なら容易に取り壊
されるようなことはないはずだからである。今目ぼ
しい物が何も残ってないということは、恐らく、初
めから何もなかったのであろう。大胆な推論だが、
誤差はそれほど大きくない。ただし、調査がしっか
りしていることが前提となる。島根県の近代化遺産
調査は、県をあげての調査なので、悉皆性は保障さ
れていると考えたい。そうすれば、明治期の島根の
国づくりは、灯台、鉱山、道路、鉄道の４つによっ
て代表されていた、とみなしても大きな間違いはな
かろう。
まず、灯台と鉱山であるが、これらは本当の意味
で「島根らしい」土木遺産だと思う。わが国は四周
を海で囲まれているので、ほとんどの県は海に面し
ているが、灯台が県の特徴になっているケースはそ
れほど多くない（静岡、兵庫、山口、愛媛、長崎が
主な例）。一方、鉱山については、近世以来わが国
有数の鉱山であった石見銀山の存在が大きく影響し
ている。ちなみに、鉱山が特徴になっている県は、
秋田（尾去沢、小坂）、新潟（相川）、栃木（足尾）、
愛媛（別子）くらいしかない。
次に、道路関連の遺産は、一般に、橋とトンネル
で９９％が占められる。島根の場合は、道路といって
も、隠岐のトンネル群がその主体である。明治期は
全国的に道路が冷淡視されていた時代で（資金的余
裕が乏しかったため）、現存する遺産級の道路橋の
多くは東京、大阪、開港場に限られていた。地方の
橋は、九州地区を除いて１００％近く木橋であり（ほ
とんど朽ちて永久橋に架け替えらえてしまった）、
現存しているものは稀である。一方、現存する遺産
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級の道路トンネルの多くは、幹線街道のシンボ
ル的な存在であったものが大半である（明治期
は滅多に道路トンネルが掘られなかった）。そ
ういう意味では、隠岐に明治期の道路トンネル
が多数残っているということは、実に特異な事
象であり、島全体が近代化しようとしていたこ
との証だったと解釈することができる。逆に言
うならば、隠岐を除く県内各地では、陸上交通
が重きを置かれていなかったことを示唆してい
る（橋は造られたかもしれぬが木橋にすぎず、
トンネルは造られなかった、つまり、山間部に
は荷馬車が通れるような道は存在しなかった、
と解釈できる）。
最後の項目は鉄道構造物であり、「山陰線」の
関連施設がそれであった。しかし、明治時代に
鉄道が布設されたのは県東端の出雲までであ
り、それもようやく４０年代になってからのこと
であった。わが国の幹線鉄道は、東海道、東北、
山陽、関西、鹿児島の各線（いずれも現在の路
線名）は明治２０～３０年代にかけてほぼ完成して
いる。そういう観点からすれば、明治４１年に松
江、明治４５年に大社、…大正１０年に浜田、とい
うテンポは如何にも遅く、島根県が近代化に乗
り遅れた最大の要因だと思われる（鉄道構造物
の登場が島根より遅い県は、宮崎と高知の２つ
しかない）。ただ、鉄道の到来が遅れたからと
いっても、それは多分に地理的要因によるもの
であるから（日本全体の枠組の中で決まった話
しで、地元の責任とは言えない）、大正以降に
遅れを取り戻すこともできたはずである。実際、
大正期の島根を眺めれば、近代化に乗り遅れま
いとする意気込みがうががえる。

大正期
「大正の島根」と記された地図には、発電、紡
績（土木遺産ではないが、参考のために示し
た）、水道、鉄道、漁業、農業の６種類の施設
をあげておいた。明治期の４項目から２つ増え
ているが、数もさることながら、中身の変化が
重要なのである。
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明治期の場合、灯台と鉄道は、島根の自助努力に
よるというよりは、全国的な沿岸航路整備（灯台の
場合）、あるいは、京都から日本海側に鉄道を敷く
という大きな流れの一環として（鉄道の場合）、た
またまそこに島根県があったから造られたに過ぎな
い。島根オリジナルは鉱山と道路の２つのみであっ
た。そして特に、地域開発、地域の近代化という観
点に限れば、隠岐の道路トンネルだけが「地元志向」
の施設群であった。
これに対し、大正期の６項目の中で、「暮らしと
産業」と銘打った３項目（発電、紡績、水道）は、
地元の自助努力による、地域の近代化への試金石と
して位置付けられる。まず発電であるが、図中の３
点はいずれも出雲電気の小規模発電所である。出雲
電気によって起こされた電力のすべてが産業用だっ
たわけではないが、平野部に紡績などの工場が立地
し、近場の山あいに水力発電所を建てるというパ
ターンは、当時全国各地で見られた典型的な近代化
のプロセスであった。水道について、県都であった
松江市に、大正中期に近代水道が創設された。これ
は、この規模の都市としては、かなり早い方に属す
る。ここにも近代化への息吹が感じられる。
次に、４番目の鉄道については、「唯一の鉄道」と
いう銘を付けておいた。鉄道が（内陸部は手付かず
のまま）海岸線に沿って西進していったことを強調
した積りである。鉄道による近代化は、他の全国の
多くの県と同じように、島根の場合も１本の線とし
て伸びていった。それはそれで当たり前のことなの
だが、島根より鉄道の導入が早かった日本中のほと
んどの都道府県では、この時期、鉄道はすでに面的
に広がり始めていた。つまり、全国各地で近代化が
面的な広がりをもって伸展していたとき、島根では
まだ海岸部だけが恩恵に預かれたにすぎなかった。
残りの漁業と農業については、１件ずつのエント
リーである。内容的にも特例的で、とても県全体の
特徴とは言えない。凡例のところで（）を付けたの
は、そのためである。
以上をまとめると、大正期の島根は、松江から出
雲にかけての県東部で近代化への脱皮を図ろうとす
る兆しが現れた。これは恐らく、明治末期における

鉄道の開通が引き金となったものであろう。そして、
大正期になって鉄道が県を縦貫していったことで、
次の時代に向けて全県的に飛躍できるだけの素地は
整った。それが遅きに失したものであったのかどう
かは、昭和期の近代土木遺産の数と内容と質を見れ
ば類推できる。

昭和期
結論から言えば（残存する土木遺産から類推する
限り）、島根の昭和戦前期は、失意と挫折の時期で
あった。「昭和の島根」と書かれた地図には、これ
までで一番多い７つの項目が上がっている（どこの
県でも、時代が下れば必ず多様化＝項目数の増加＝
が起こるものだ）。そこまでは良いのだが、２つ目
にあがっている道路のところに来ると、その異様さ
に驚かされる。図中には、遺産的価値のある道路構
造物が３件しか上がっていないのである。図中には
全部で２１の構造物があるので、その比率は１４％にな
る。しかし、全国平均では道路関連遺産は全体の４０％
にも達している。つまり、全国的に見れば、昭和戦
前期というのは、鉄道がもたらした近代化のプロセ
スが、網の目のような道路によって県内各地に波及
していった時期と位置付けることができる。その他
の部門、発電とか農業とか漁業などは県によって得
手不得手があるのだが、道路だけは地域の「血管」
として一様に重視され整備されていた、というのが
大方の状況であった。それが島根では、全国平均の
３分の１しか残っていないのだ。
もちろん、島根県でも道路造りに熱を入れていた
のかもしれない。それが橋やトンネルの建設と結び
ついていないだけなのかもしれない。また、遺産と
なるような立派なものが少なかったのかもしれない
し、あるいは、既に潰されてしまったのかもしれな
い。しかし、それにしても３件という数はあまりに
少なすぎる。大河のない県でも、深い谷あいに橋や
トンネルは数多く造られている。結果を見る限り、
島根県は昭和戦前期に道路を造ってこなかったとこ
ろ、とみなすことができる。良し悪しは別として、
それが島根県の特徴なのだ。そして、日本の近代化
が、「メインは鉄道、ローカルは道路」という二段
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構えで進んでいったことを考えると、島根の近代化
は海岸線のところで停止してしまい、内陸部には及
んでいかなかったことになる（例外が木次線や三江
線の沿線で、この地域では鉄道を通じて近代化が浸
透していったのかもしれない）。
順序が逆になったが、凡例の筆頭にあげてある鉄
道は、�宍道湖の北岸を経由して２大都市エリアで
ある松江と出雲を結ぶ一畑電鉄の路線、�木次線沿
線、�三江線沿線、�浜田から南下する未完の今福
線の４ヶ所で遺産を残している。昭和期の鉄道構造
物は一般に面白味が減るのだが（遺産的価値のある
ものの割合は極端に少なくなる）、それでもこれだ
けの数が残っている。やはり、事業のあったところ
には、必ず遺産が残るものなのだ。これら４ヶ所の
中で、最初にあげた一畑電鉄だけが、都市近郊路線
的な性格と、参拝鉄道的な性格を兼ね備えた「地域
性の高い」存在である。近代化の遅れた島根県の中
で、松江～出雲地域の先進性を強く主張する存在で
ある。
３番目の発電にも、近代化の遅れの影響が見られ
る。というのも、新規の発電所は県南に２ヶ所のみ
で、大正期に比べてペースが落ちている。遺産的価
値のないものまでカウントしても、昭和戦前期の発
電所は県下で４ヶ所しかない。これは隣県の鳥取の
遺産３ヶ所（全体で６ヶ所）と比較しても少ない。
地形的な要因もあるのであろうが、昭和期に産業化
に乗り遅れたことの顕れと見ることもできる。４番
目には参考までに紡績を示したが、これも１件だけ
と、大正期より半減している。また、大正期にあっ
た水道遺産が姿を消している。昭和期には、全国の
中小都市で一斉に創設水道が布設され、それに伴っ
て、「わが町における近代化の証」として装飾的な
建屋が数多く造られ、近代土木遺産の大きな担い手
となってきた（昭和戦前期の全遺産の９％が水道遺
産）。それがこの時期の島根でゼロというのは、と
ても寂しく、ある意味では象徴的なことである。以
上、「暮らしと産業」の項目が、大正期に比べて見
劣りしているが、そのことから、松江～出雲地区以
外の地域に近代産業の息吹が伝わっていかなかった
様子を汲み取ることができる。

最後の３項目、漁業、農業、砂防については、計
６件のデータがあがっている。まず、漁業について
であるが、隣の山口県の場合、遺産的価値のある防
波堤が８件にも達し、それが県の特徴になっている。
漁港がそんなに多いのは、山口県が瀬戸内、下関海
峡、日本海の３つの海に面しているからで、日本海
しかない島根県の場合３ヶ所でもあれば十分なのか
もしれない（ただし、漁港防波堤が島根の特徴だと
言えるほど多くはない）。農業についても２件上がっ
ていて、その中には全国的に見ても価値が極めて高
い神戸堰も含まれているが、単発的で、県を特徴付
けるまでには至らない。砂防も１件だけ上がってい
るが、それだけのことである。

［２］ 島根県の代表的な近代土木遺産

島根県の近代化遺産の調査データ中で、土木関連
の施設について、その代表的な構造物の名前を列記
したものが表－１である。表の左欄には、島根県の
近代化遺産調査における分野の中で、土木に関係の
深いものを選択表示し、右欄には、その分野で代表
的な（県下で）構造物の名称が示されている。
以下、表－１に準じて、分野と特筆すべき構造物
の特徴について概説しよう。

表－１ 島根県を特徴付ける近代土木遺産

分 野 構 造 物
一次
産業

農業 神戸堰、掛戸の潮止め水門
漁業 船引運河

資源 鉱山 清水谷精錬所選鉱場跡
発電 水力 豊川発電所、窪田発電所

交通
道路 松江大橋、高角橋、福浦隧道、大久隧道

鉄道
島田川暗渠、日向川・志谷川橋梁、大田市駅構
内跨線橋、大社駅舎、出雲大社前駅舎

通信 灯台 日御碕灯台、美保関灯台
衛生 水道 千本ダム、忌部浄水場、床几山配水池

農業：［１］で記したように、島根の特徴として農
業遺産が多く残っているわけではない。このことは、
日本海に面していて大きな平野を持たないという島
根の気候・地形を反映したものであろう。確かに、
現存する農業土木遺産は数が極端に少なく、内容的
にも何か傾向があるわけではない。しかし、その僅
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かな数の中に、全国的に見てもトップクラスの土木
遺産である神戸堰と、かなり質の高い掛戸の潮止め
水門の２件を含んでいることは、島根県の誇りと
言ってよい。
神戸堰の由来については後出の各論の項に譲る
が、この堤高わずか１．８mという小規模な取水堰堤
をその他大勢の類似構造物から抜きん出て高く評価
されているのは、その特異な形態による。開口部幅
９mの欠円状の円弧が８個並び（現在は魚道が設
置されて６個に減っている）、そこから滝のように
水が流れ落ちている様は、類似のものが国内に１件
もないという稀少性をさておいても、風景として実
に美しく秀逸である。近年、水辺景観の書籍・論文
でこの堰が取り上げられることが多い所以である。
この堰は、斐伊川放水路事業の中で神戸川の川幅が
２倍程度に広げられ、河床勾配も変更されることに
伴って撤去される可能性もあったが、河川管理者で
ある国土交通省中国地方整備局出雲工事事務所のは
からいで、現場近くの河川内に再現されることに
なっている。土木遺産の保存・活用の新しい取り組
みの１つとして高く評価したい。
掛戸の潮止め水門は、波根湖干拓に伴って建設さ
れた石造の排水（逆流防止）樋門である。この樋門
の特徴は２つある。１つは現存するゲート数だけで
も８、閉塞された部分まで入れれば１２ないし１３も
あったという点である。国内に現存する多ゲートの
石・煉瓦水門は、郡築三番町樋門（熊本、１０門、国
登録）、立田輪中悪水樋門（愛知、町指定）の２基
しかなく、この点だけでも８門という掛戸の潮止め
水門の価値は相当なものである。もう１つの特徴は
ゲートのアーチ開口部が石で構築されているという
点にある。先にあげた２樋門でも、また、岡山県に
多い「ほとんど石造に見える明治の石樋門」ですら、
アーチ部だけは煉瓦で造られていた。掛戸の潮止め
水門のように、アーチ部まで石材で造られた樋門は
きわめて稀な存在である。
漁業：県内には漁港の石造防波堤が幾つか現存し
ているけれども、山口県のように地域によって多様
に異なる個性のようなものは感じられない。従って、
島根の漁業遺産の代表としては、漁港防波堤ではな

く、隠岐に造られた船引運河をあげておきたい。
船引運河は、後出の各論の項によれば、漁業の利
便性のために築造されたとある。近代の日本の運河
は、�軍事、�沿岸水運のショートカット、�漁業、
�産業（臨海工業地帯）などを目的として造られて
いるが、何れも件数がきわめて少なく、�の目的の
運河としては他に深谷水道（三重）が知られている
程度である（つまり、それだけ価値が高い）。船引
運河の完成によって漁場へのアクセス時間がどの程
度短縮されたのかは不明だが、深谷水道では２時間
短縮されたとあり、わざわざ運河を掘ったくらいで
あるから、船引運河の場合も同程度の短縮効果は
あったものと思われる。その後時代を経て、船引運
河の用途が観光用、防災用と変化してはいったが、
いつも変わらず地域にとって大きな役割を果たして
おり、土木遺産として存在意義の深い施設である。
鉱山：島根といえば県東部のたたら製鉄と県中部
の石見銀山というのが、全国的にも知名度の高い産
業であった。しかし、前者は近代に入って廃れてし
まった分野なので、近代化遺産に該当するものは、
後者の石見銀山関連の施設しかない。それも、観光
地として有名な羅漢寺の反橋群をはじめ近世の遺構
は多いが、近代に入ってからの大規模施設としては、
国の史跡でもある清水谷精錬所選鉱場跡くらいしか
残っていない。
全国の選鉱場遺構について網羅的な調査が行われ
たわけではないが、現存する屈指の選鉱場跡（高低
差が清水谷の倍程度はある）と言われる尾去沢鉱山
選鉱場（秋田）や紀州鉱山選鉱場（三重）は、何れ
も昭和戦前期の施設である。清水谷選鉱場のように
明治中期に造られたは施設は稀な存在である。ただ、
遺産として見た場合、多段の石垣があるだけで、昭
和期の選鉱場跡のように鉄筋コンクリートの梁や柱
が林立しているわけではないから、印象に乏しいこ
とは否めない。
水力：島根県の水力発電の特徴（戦前）は、水路
式の小規模発電所が少数見られるということであ
る。現存する発電所建屋の中で１番古いものは大正
４年の築造である（そんなに古いものとは言えな
い）。これが窪田発電所で、木造建屋であるが壁面
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にモルタルが塗布されている。敢えてもう１つ代表
をあげるならば、豊川発電所といえようか（恐らく
鉄筋コンクリート造の建屋）。
窪田発電所のような木モルタル造の発電所で遺産
的価値のあるものは全国でもそれほど多くない。木
造建屋の外壁には一般に下見板張りが採用されてい
て、それがまた魅力にもなっているのだが、外壁に
モルタルが塗布されていると一見コンクリート構造
のようにも見え、魅力が半減してしまう。ちなみに、
木造建屋自体は明治期から大正期にかけての小規模
発電所に典型的なスタイルであった。そして、木造
発電所の価値は、明治期のものなら、絶対数が少な
いため、現存しているというだけで高く評価される
のだが、大正期のものは現存数が多く、何らかの装
飾が施されていないと評価の対象とはなりにくいと
されている。その点、窪田発電所の妻部には大きな
飾りアーチや旭日風の模様が付いており、全国的に
もこの種の装飾は珍しいことから、それなりに評価
できる。
豊川発電所は、２階部の浅いアーチ風の窓枠、軒
下部のデンティルなどに昭和初期らしい装飾性が感
じられる。この種のものは全国的にそう珍しいわけ
ではないが、豊川発電所では一定の水準を超えてほ
どよくまとまっている。ただ惜しむらくは、今回の
調査によっても建屋の構造形式が確定されなかった
点で、鉄筋コンクリート造なのか、大正末期～昭和
初期に時折見られたコンクリートブロック、鉄骨な
どが混在した構造なのかは不明として残された。
道路：島根県の特徴（負の特徴）は道路遺産が少
ないことであった。ただ、その少ない中で、隠岐に
は明治期にユニークな道路トンネル群が造られた。
このことは、全国的レベルでも特筆に足る。
まず、トンネル群の中で最も古い福浦隧道（初代）
であるが、小断面の素掘りトンネルながら、明治初
年の築造というのはきわめて早い時期にあたる（竣
工年は推定）。わが国に現存する明治初頭の道路ト
ンネルがきわめて少ないという現状を踏まえると、
それが当時を彷彿とさせる形で残っていることは、
それだけで価値のあることと言えよう。初代トンネ
ルのそばには明治３１年に完成した２代目のトンネル

も現存していて、海岸沿いの絶壁を通る交通の歴史
の生き証人となっている点も素晴らしい。また、２
代目の福浦隧道は掘削断面が台形をしているが、同
じ島内の大久隧道は尖頭アーチ形をしており、とも
に全国でも隠岐にしかないユニークな形態であるこ
とも魅力となっている。
道路橋は他県と比べてきわめて数が少ないが、少
ないなりに敢えて代表をあげるとすれば、松江大橋
と高角橋とでもなろう。松江大橋は確かに著名な橋
で、地方のニュースが今ほど伝わらなかった建設当
初から、全国的に知られた存在であった。しかしそ
れは、技術的なアドバンスがあったからではなく、
各論の項で記されているように「神国出雲にふさわ
しい純日本式」の大型橋だったことによる。もし松
江大橋が当初の案通りに「機能性を重視した洋式橋」
であったらこれほど注目されなかったことは確かで
ある。
高角橋はいわゆる鉄筋コンクリート・ローゼ桁と
呼ばれる形式の橋で、戦前のこのタイプの橋は８橋
が現存し、そのうち高角橋は最晩期に属する。もと
もとローゼ桁は、戦時中で鋼材の入手が困難となり、
かつ、低平地で下路橋しか造れないような地形の場
合、１つの有力な選択肢であった。高角橋はアーチ
形の桁が５つ並んでいるが、これは岡山の大原橋の
９連に次いで長い（連数の多さも価値の１つ）。
鉄道：島根県下の鉄道が一番古いものでも明治４０
年頃までしか遡らないということは、そこで見られ
る構造物の範囲を狭めている。例えば、明治２０年代
が主流のイギリス型トラスや、３０年代が主流のアメ
リカ型トラスが存在することは望めないし、明治期
の小規模橋梁の代名詞であった煉瓦製の拱渠も全盛
期はとっくに過ぎていた。トンネルについては、大
正期までは煉瓦トンネルの時代が続くが、坑口を煉
瓦の組積みで飾る時代は遠く過ぎ去っていた（鉄道
トンネルの魅力の１つは坑口デザインにある）。逆
に、唯一プラスの側面として、昭和期に入ると、鉄
道橋に鉄筋コンクリートが導入され、道路橋とは
違った形態の構造物群を生み出されていった。従っ
て、島根県の鉄道構造物は鉄筋コンクリートが見ど
ころとなる。

４ 島根県の近代土木
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島根県で土木遺産と呼ぶにふさわしい構造物は、
島田川暗渠、日向川・志谷川橋梁、大田市駅構内跨
線橋であろう。島田川暗渠は鉄道用として初めて鉄
筋コンクリートを試行的に用いた構造物で、本報告
書の各論の項で初めて完成年が明治３９－４０年と明確
に結論付けられた。従来は明治３７年とされていたも
ので、時代が２年以上新しくなったことは残念であ
るが（道路用に初登場した明治３６年よりかなり遅れ
をとったことになる）、島田川暗渠が鉄道用として
日本初の構造物であることに変わりはない。
もう一つ、技術的に重要なものではないが、全国
でここにしか見られない変り種として、日向川・志
谷川橋梁をあげておこう。背の高い橋脚の途中に２
ヶ所、飛梁が挿入されていて、横から見ると「目」
の字形になるというものである（珍しさも、価値判
断の一材料となる）。
大田市駅構内跨線橋は、後出の各論で明治２３年の
製造であると記されている（新発見）。そして、現
存最古の跨線橋である可能性が指摘されている。跨
線橋については悉皆調査された前例がないため明確
な結論は下しえないが、いずれにせよ、山陰地方に
鉄道が進出してくる２０年も前の構造物であり、移築
再利用された貴重な遺構であることは確かである。
今後、安全性を保障するような形で修復した上で、
末永く使われることを期待したい。
土木遺産の定義からは若干外れるが、鉄道関連施
設ということで駅舎をここに含めれば、島根県には、
大社駅舎と出雲大社前駅舎という優れた歴史的構造
物が残っている。同じ出雲大社を意識しながら、一
方は本格的な仏閣風駅舎、もう一方はアール・デコ
を思わせる派手な洋風駅舎と対極にあるところが面
白い。前者は県指定、後者は国登録でもある。
灯台：島根県には、日御碕灯台と美保関灯台の２
つの灯台がある。前者は世界灯台百選にも選ばれて
いるくらいの著名な灯台で、高さ４３．６mは日本一
である。円形断面をした石造灯台だが、石肌を露出
させたダイナミックなスタイルが特徴である（白漆
喰が塗布されている場合も結構多いが、そうなると
鉄筋コンクリートと見分けがつかない）。一方の美
保関灯台も世界灯台百選に選ばれている（国内の近

代灯台で百選に選ばれているのは他に姫埼、犬吠埼、
神子元島の３灯台であり、島根に２つも該当するも
のがあるのは名誉なことである）。美保関灯台が百
選に選ばれたことには若干疑問がないわけではない
が（小型で定型的なデザインの割りに設置年代が明
治３０年代と遅い）、ビュッフェとして活用されてい
る（元）吏員退息所の華麗な装飾も何割か効いてい
るのであろう。
水道 ： 松江市の水道施設は、市の人口規模か
らしてあまり大規模なものではないが、装飾に対す
るこだわり、保存状態の良さの２点で、全国の地方
都市の水道遺産の中でも高いレベルに位置する。
水源である千本ダムは、大正中期という建設年代
と規模（堤高、堤長）との関連で言えば技術的に先
進性があるとは言えないが（山陰地方で初めての水
道用ダムという点だけ）、�溢流部と非溢流部のレ
イアウト、�堰堤上の手すり構造、�ダム直下の弁
室の丸みを帯びたデザイン、�ダム下流部に作られ
た桜公園（かなり荒廃しているが）、の４点に独自
性がある。特に、�の弁室の異様とも言える「丸さ」
は、床几山配水池の計量室にも相通じるもので、全
国でも松江市だけと言っていいユニークさである。
水道施設とともに桜公園（�）が整備されたのは、
一種の景観への配慮であり、戦前の土木施設では時
折見られることで、それはそれで良いのだが、手入
れが悪すぎる。
忌部浄水場の緩速ろ過池周りには多くの小上屋が
建てられていて、その何れも、かなり過剰に装飾さ
れているが、それほどの独自性・質の高さは感じら
れない。むしろ、前述した床几山配水池の計量室の
丸みを強調した特異なデザインに魅かれる。細かく
見れば、建物の四隅にエンタシスを強調した円柱を
挿入し、その柱の頂部には丸っぽい柱頭が付き、さ
らに、軒の端部にもはっきりとわかる丸みが付けら
れている。良し悪しは別として強烈な個性が感じら
れる。

（馬場俊介）

４ 島根県の近代土木
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所有者 JA西いわみ農業協同組合
構 造 木造２階建て、石州瓦葺き切り妻造り

JA西いわみ農業組合鎌手支所は JR鎌手駅の西
方、歩いて数分の距離で国道９号線に面して建って
いる。
昭和１０年（１９３５年）に工場として建築され、後に、
旧鎌手村産業組合の本所となり組合事務所および集
会所として使われていた。
建物の平面形状は T型で２階建ての部分と平屋
建ての部分からなり、ファサードに施された意匠の
様子から平屋建て部分が事務所で２階建ての部分が
工場であったと思われる。
外観は随所に気配りのデザインが施された洋風
で、尖塔状の棟飾りと勾配が付いた破風をもつ急勾
配の屋根や石貼りで重厚な雰囲気の玄関ポーチがこ
の建物の高い品格を創っている。
屋根はこの地方の特産である石州赤瓦葺きの切り
妻造りであるが、樋を隠した軒先や瓦を一列とりや
めたケラバの意匠によって和瓦葺き屋根の重々しさ
がなく軽快な感じを受ける。
外壁は腰壁が石貼り、中間部が板張りのペンキ塗
り、上部は漆喰塗り、窓は欄間付きの縦長形状で建
築当時は洒落た洋風建築として話題になったことで
あろう。
窓の一部がアルミサッシに改修されるなどしてい
るが、建築当時の面影をよく伝える保存状態の良い

建物である。 （勝部 昭、平野久雄）

〈参考文献〉
� 山陰中央新報「島根洋館紀行７」

１ JA 西いわみ鎌手支所（旧鎌手村産業組合）

農業／益田市西平原町５５３／JA西いわみ／昭和１０年（１９３５）

ファサード 左が２階建て部分

尖塔状の棟飾りと石貼りの玄関ポーチ

２階建物の内部 ２階建て部分の全景
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所在地 大田市波根町上河内４１８番地
管理者 波根土地改良組合（山田 昇）

国道９号線を出雲と石見の境、仙山峠を下ると、
波根の平野が眼下にひろがる。
この平野を東西に流れる波根川の形成した沖積地
を中心に、明治の初期にすでに約１００ha 近くの水田
が開かれ、その灌漑用水の多くは、小規模なため池
や波根川の流水に依存していた。しかし流路延長わ
ずか４．５kmの波根川は、旱魃の年には水不足を生
じ、安定した水の確保は大きな課題であった。
昭和に入り、この地域でもコンクリート施工の近
代的なダムの築造が行われるようになった。昭和４
年（１９２９）に波根川の上流、谷の入り口（波根町上河
内４０２）に完成した谷山池（堰高約８m、堰長２７m、
総貯水量２５，２００m３）はコンクリートを使用した錬
石積みの近代的ダムである。
骨材はすべて現場で採取したもので、砂は河床土
を石ゾウケ（目粗に編んだ竹製のザル）で水洗いを
して採取し、粗骨材は付近で採取した玉石、あるい
は堅い山石を集積して人力で破砕し、水洗いをして
確保した。コンクリートの練り合わせも、練り板と
小型の角スコップを使った手練りである。
その後、この谷山池は、堰堤をかさ上げして貯水
量の増大が図られたが、下流の約４０ha の水田を潤
すには十分でなかった。
昭和１４年（１９３９）、県下全域が未曾有の大旱魃に見

舞われた。このため、谷山池から約５００m上流に深
山池の新設が企画され、昭和１５年（１９４０）着工、昭和
１８年（１９４３）に完成した。
深山池は、堰高１５m、堰長２４．５m、総貯水量８０，０００
m３の潅漑用ため池である。堰堤は「錬石積み玉石
中詰め重力式ダム」で、優れた日本の石組技術を駆
使して築造された。
堰堤は強固な火山礫凝灰岩の基盤を床掘りし、外
面を錬石積みで積み上げて堰型をつくり、中へ玉石
を詰め込んで仕上げたものである。
工事の状況は、１０年前の谷山池とほぼ変わらず、
骨材、石材は現地で採取し、すべて人力によって施
工されたが、ちょうど戦争のさなかで労力の調達が
困難であり、「食料増産」大義のもとに学徒動員に
より、５０kg の袋詰めのセメントを２分して、背負っ
て現場まで搬送したという。
昭和５７年（１９８２）、コンクリートの老朽化に伴う漏
水のため、グラントモルタルを注入して補強し、同
時に堰堤上にコンクリート製の橋梁も取り付けられ
た。 （勝部昌正）

〈参考文献〉
� 『島根県土地改良史』

島根県土地改良史編さん委員会
島根県農業土木技術研究会編 １９８２年

� 角川日本地名大辞典編纂委員会
『角川日本地名大辞典・島根県』１９７９年

� 『大田市三十年誌』１９８３年

２ 深山池堰堤
農業／大田市波根町上河内４１８／波根土地改良組合／昭和１８年（１９４３）

完成当時の深山池堰堤（山田 昇氏提供） 深山ダム構造推定図（「島根県土地改良史」より）
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所有者 藤井悦子
設 計 不詳
施 工 不詳

津和野藩では高津（益田市）に蝋座をおいて盛ん
に製蝋をおこない、これを専売にして輸出し藩財政
の重要財源とした。このため大いに櫨の実の増産を
奨励し、村々に割付けて強制的に納めさせ、余りは
自由に取引させた。
天領日原には早くから蝋板場があって盛んに製蝋
をおこない、沖船によって大坂北浜から新潟方面へ
輸出した。
明治４年（１８７１）１１月櫨の他売勝手こと、の触れが
出され、自由に誰でも蝋板場が経営できるように
なった。その頃、青原に共同出資で青原蝋板場を設
置した。左鐙にも八幡宮の沖に蝋板場ができた。
しかし一番多いのは日原で、麹屋・えべす屋・大
和屋・鹿島屋・林屋・亀屋・平野屋・長門屋などが
やっていた。
蝋板場は板場と粉部屋にわかれ、粉部屋では買い
集めた櫨の実を叩いて実と茎を分離し、大きな石臼
で挽いて粉にし、これを板場へ送る。板場では粉を
蒸して蝋を絞る。絞り方は漸次改善されたが末期の
絞り方は、粉を袋に入れて部厚い板に挟み、撞木に
似た釣木で左右から楔を打ちこんで、絞り出した汁
を鉢に受けて固まらせるのであった。そのままのも

さい

のを晒蝋、二回目を絞ったのを二番蝋といった。用
途は蝋燭や鬢つけ油の原料であった。
いずれにしても家内工業としておこなわれたが、
釣木で楔を打ちこむカチンカチンという音が日原の
町筋では早朝から方々で聞こえ、随分喧騒であった
ことと想像されるが、古老に聞くとこの音がないと

却って淋しく落ちつかない位であったという。
蝋板場は４人掛りの一面木をもっているのは一日

し

６０貫を搾め、二人掛りの半面木をもっているものは
一日３０貫搾めるのを普通とした。生蝋は百斤が１２．３
円（当時の日傭賃一日１４銭位）であった。
麹屋と長門屋では蝋燭をつくっていた。部厚い鉄
鍋に蝋をとろ火で熔かし、芯をこれへつけてあげる
と蝋はすぐ固まる。これを繰り返して丁度適当な大
きさになると包丁をぬくめて切って仕上げる。芯は、
ゆ（細藺）の芯を針で抜き出して、乾かし、小さな
竹の棒に２、３本くるくると巻きつけてつくるので
あった。
木造 二階建 瓦葺（３部屋・板張）

（平面・１８．６４×４メートル）
（村上 進）

〈参考文献〉
� 大庭良美『日原町史近代上巻』１９７６年
� 大庭良美『石見日原村聞書』株式会社未来社 １９７４年

３ 麹屋蝋板場
林業／鹿足郡日原町日原４６６／大正３年（１９１４）

麹屋蝋板場
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那賀郡三隅町に接し、浜田市内南西端の西村町折
居に所在する。標高５９９mの大麻山を南東に見上げ、
折居海岸のほぼ中央で突出している。北西沖約４００
mには、大麻比古命が投げた鞍だとされる鞍島が
ある。海岸は、岩場の上に砂が堆積したものである。
東防波堤は、昭和２年（１９２７）金毘羅宮とお招の松
のある岩を起点として築造された。１個の表面長０．６
～１．３mのやや丸味のある石を波上高約０．５m・幅２
m・長さ約２０m、北西湾曲するように積み上げた。
その後、岩までの砂地にコンクリート造りの橋が架
けられ、先の当初の捨て石のように同じくコンク
リート造りで L字状に波上高１．２mまでに築造し
た。
西防波堤は、昭和６年（１９３１）に調査統計がされ、
翌年地元負担３０００円で完成した。東防波堤の西約５０

m西、砂地の岩礁を起点として、１個の表面長１．０
～２．０mのやや丸味のある石を波上高２．０m・幅４．０
m、長さ８２．０m、北東に湾曲するように積み上げた。
その後、先端にある岩までの約１０mをコンクリー
ト塊を波上に積み上げている。
いずれも那賀郡大麻村時代のもので当時の繁栄を
知ることができる。昭和２８年（１９５３）３月、津摩漁業
組合に合併された。その後、組合員の高齢化と後継
者不足等からここを基地として漁業を営むものはほ
とんどいない。
現在、浜田市が管理している。 （宮本徳昭）

〈参考文献〉
� 『浜田市誌上巻』１９７３年
� 『漁港台帳』

４ 折居漁港東防波堤及び西防波堤
漁業／浜田市西村町折居／東：昭和２年（１９２７）西：昭和７年（１９３２）

折居漁港西防波堤折居漁港東防波堤
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はた さ はちろう

秦佐八郎博士生家 笹利長屋門
美濃郡美都町大字都茂８０７番地

所 在 地 美濃郡美都町都茂上
所 有 者 山根千鶴子
竣 工 年
設 計
施 行
構造・形式 木造一部２階建て 妻切屋根 赤瓦

葺

はたすけはちろう

秦佐八郎は、１８７３（明治６）年山根道恭・ヒデの８
男として旧都茂村に生まれた。１５歳のとき同村医家
秦徳太・ツタの養子となり、岡山第三高等学校医学
部卒業後、北里柴三郎博士のもとでペストの研究に
従事、その後ドイツにおいてパウル・エールリッヒ
博士と共に１９１０（明治４３）年、当時亡国病と呼ばれて
いた梅毒の特効薬である化学療法剤サルバルサン
６０６号（砒素化合物）発見という偉業を達成した。
帰国後は国産製造化と適正使用法の普及に務め、

１９１２（明治４５）年には医学博士の学位を受けた。晩年
は慶応大学医学部教授、北里研究所副所長等を歴任
し、１９３８（昭和１３）年６６歳で死去している。
山根「笹利」家は、都茂と丸茂の境に位置する。
江戸時代終りには庄屋職を務めるほか、佐八郎の父
は明治初期の都茂村戸長となり、造り酒屋、醤油製
造の他に、１８８９（明治２２）からは近隣で盛んとなった

養蚕業の普及に努めた。長屋門は蚕室としても積極
的に活用されてきた。
生家に残っている万延元（１８６０）年１１月下旬に作成
された家相図（１０８×１６５cm）によると母屋、長屋門、
酒造蔵等の建物が表示してある。建物は西北西の都
茂側を向く。現在は氷室がなくなる外、酒造蔵の跡
には「秦記念館」が１９９４（平成６）年建設されている。
長屋門は、門をはさんで両側に長屋をもつ形式で、
笹利では高さ１間の石垣の上に幅１４間の建物が築か
れ、右（南）側には納屋と物置、左側には物置があ
る。この内左側の物置（２間×４間、床モルタル）
は１９８３（昭和５８）年に建替えされたもので、外観は他
と統一してある。家相図によると当初は物請置場、
漬物置場、土蔵が続いていたようである。右側は、
現在棟を１段低くしながら牛舎と物置２部屋（床張）
が増築（３間半×７間）されている。屋根は萱葺き
から瓦葺に変わり、２階部分にあった越屋根も今は
ない。
当時のままの長屋門は３間×１０間、松材を中心に
一部栗材も使用されている。通りに面した西側の外
壁は板張（ささら子下見張）、母屋側は腰高までは
板張（同）、漆喰壁となっている。
門は奥行３間、幅２間、両側石垣の上は腰板（同）
に漆喰壁で扉はない。現在は１０段の石段（モルタル
仕上）と一部段差無しのモルタル仕上である（元は
３段の石段）。
納屋部分は２部屋（３間×５間半）あり、母屋側

５ 笹利山根家長屋門
養蚕／美濃郡美都町／江戸末期

笹利長屋門笹利長屋門
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から見て左の間に木製片引硝子戸の入口がある（現
在使用していない上部縦格子２間幅の片引木製戸も
あり）。土間はモルタル床、元々６畳あったものと
思われる。２本溝敷居の左側は６畳間、右は板張床
の６畳で階段がある。共に西側開口部は木製窓枠引
違硝子戸、棹縁天井で２本溝敷居でつながる（建具
無、近年改造あり）。右側の間は左の間より床が８
寸高く、入口右横の木製片引戸からと窓側の片開戸
でつながる。１２．５畳の板張床、板壁で踏天井、中央
には囲炉裏がある。２本溝敷居の外の西側に半間幅
の縁がある。東西の開口部は２本溝敷居の木製引違
硝子戸、母屋東側には外側に雨戸がつく。

２階（３間×４間半）には木製直階段を上る。右
側の木製片開戸を開けると廊下になり、通りに面し
た廊下の足元には高さ８寸の引違戸（吐出）その上
に中連の２本溝（障子戸）、外側に雨戸がつく。続
きの畳間で入口側は３本溝敷居で１２畳半、荒壁で棹
縁天井、次の間（門の上）は２本溝敷居で１０畳、押
入はない。母屋側には手すりの出窓がある。
物置は片引戸で１５畳の土間、荒壁で上部に縦格子
の明かり窓がつく。醤油製造の道具が残っている。
長屋門と母屋は村役人の建物形式として、また医
学者秦佐八郎博士の生家として貴重と考える。

（河野敏弘）
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所有者 同和鉱業（株）（藤田組）
設 計 武田恭作（東大冶金学科卒藤田組社員）
構 造 収銀湿式製錬所（詳細不明）

江戸時代を通じて幕領として銀山の生産が続いた
石見銀山は江戸幕府の崩壊と共に幕府の手を離れた
が旧来の自分山と呼ばれる坑道と小規模な製錬施設
は地元の手によって継続された。
大規模な鉱山経営が再開されたのは萩出身の藤田
伝三郎らが起こした藤田組（大阪；現同和鉱業株式
会社）が明治１９年（１８８６）に佐比売山神社周辺の借区
権（採掘権）を確保し、翌年に仙ノ山一帯の採掘権
を確保した時からである。
仙ノ山福石床の銀含有率・量が試験で良いことに
着目して当時唯一といってよい東京（帝国）大学冶

（注）

金学科卒の武田恭作設計による新型製錬所が清水谷
に当時２０万円の巨費を投じて起工、明治２８年（１８９５）
完成、操業を開始した。「収銀湿式製錬」式といわ
れるが構造、仕組みとも詳細は不明である。
だが福石鉱床から産出する鉱石の品位（質）が思っ

たより良くないことに加え、銀製錬能力が設計時の
予想より低かったことから不採算となり、１年半の
操業で製錬所は休止した。その後、仁摩町柑子（こ
うじ）谷の永久製錬所に製錬機能は移転した。
製錬所の基礎（石垣など）や清水谷の蔵之丞間歩
から続く選鉱施設、鉱石運搬ルートのトロッコ道な
ど全てが遺跡となって今日に伝わる。
清水谷製錬所の規模、構造については同和鉱業、
東大冶金学科の何れにも資料が伝わっておらず、全
容は不明であるが当時の古写真のみが現存する。
仙ノ山の北西側中腹にある蔵之丞間歩は山腹を貫
いて約８００メートルで山の裏側にある下金生坑と繋
がっており、そこから縦坑でさらに大久保間歩など
福石鉱床の中央部に連結されている。この蔵之丞・
下金生ルートは江戸時代以前に開坑していたとも推
定されるが現状では明治時代以降に整備拡張されて
おり、この清水谷製錬所に関連して整備されたこと
も想定される。 （大国晴雄）

〈参考文献〉
『石見銀山遺跡総合調査報告書－第一冊遺跡の概要－』
島根県教育委員会・大田市教育委員会・温泉津町教
育委員会・仁摩町教育委員会 １９９７年

（注） 武田恭作 明治２６年１１月藤田組入社。大森鉱山
に赴任し、明治３０年に秋田小坂鉱山に転勤し技士長
兼精鉱課長となる。明治３７年に所長となり、明治３８
年退職し、東北の鉱山を経営した。（『創業百年史』
同和鉱業株式会社、１９８５年）

６ 大森鉱山清水谷製錬所跡
鉱業／大田市大森町／同和鉱業（株）／明治２８年（１８９５）

大森鉱山清水谷製錬所跡現況図（１／１，５００） 大森鉱山清水谷製練所跡（現況） 大森鉱山清水谷製練所跡（当時）
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清水谷製錬所の建設と同時に、この製錬所鉱石を
運び込むためのトロッコ道が建設された。今日では
竹や雑木が繁茂しているが、軌道跡は、谷の急斜面
に造られた幅１～１．５m前後の平坦面で、製錬所の
最上段東側から南方面に約３００mにわたって、標高
２１０m前後の等高線にそって比較的よく残ってい
る。地形によっては、路肩の崩壊を防ぐために谷側
を石垣で補強している。
このトロッコ道は、製錬所の南側の清水谷間歩（坑
道）群や、さらにトンネルを通って仙ノ山の南東斜
面にあたる本谷間歩（坑道）群などからの鉱石の運
搬を予定していたものと思われるが、短期間で製錬
所が操業を中止したため、実際にはあまり使われる
こともなかったといわれる。
このトロッコ道に関しては東京大学工学部冶金学
科図書室蔵の明治２８年７月に佐伯芳馬がかいた「大
森銀鉱山レポート」（原文は英文）に詳細が載り、ト
ロッコ道などのようすを知ることが出来る。

（勝部昌正）
〈参考文献〉
� 大国晴雄『石見銀山歴史散歩』１９９２年

７ 大森鉱山トロッコ道
鉱業／大田市大森町／明治２８年（１８９５）

大森鉱山トロッコ道の位置図 佐伯芳馬「Report of Ohmori Silver Mine」による
（東京大学工学部マテリアル学科図書室蔵）
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所有者 同和鉱業株式会社

事業の概要・沿革
大森鉱山は大田市中心部から北西約１０kmの大森
町及び隣の邇摩郡仁摩町大国柑子谷に所在する。こ
の鉱山は近世においては石見銀山と称された日本有
数の大銀山であるが、藤田組による経営の下では銅
山として開発される。
合名会社藤田組（現同和鉱業株式会社）による大
森鉱山の経営は、明治２０年（１８８７）から始まる。明治
１９年（１８８６）９月地元の田中義太郎、小川兵市両氏が
借区する一鉱区の借区権（３３７２坪）を買収したのを
はじめに、翌年３月にはさらに９３８５４坪２合の借区
権を買収し、この鉱山での本格的な操業を開始する。
大森鉱山は大森町側の銀山部と仁摩町大国側の永
久部とに区別された。開発当初にあっては銀山部側
に鉱山事務所や生産関係の諸施設が置かれたが、明
治２９年（１８９６）以降それらの諸施設はすべて永久部側
へと移された。明治３２年（１８９９）竹田吾作によって内
中瀬に富鉱脈（銅鉱）が発見されたのを契機に次第
に好況を迎え、翌年にはこの場所での製錬が本格化
し、以降年々藤田組による極的な設備投資が行われ
ていく。明治３８年（１９０６）第１発電所が完成し、それ
に伴い翌年排水ポンプや捲揚機などの電気機械設備
が導入される。続く明治４０年（１９０８）には第２発電所
が、明治４５年（１９１３）には清水谷発電所が建てられ、
鉱山における機械化が急速に進められた。また、明
治３９年（１９０７）には銅製錬に生鉱吹が導入されて生産
はいよいよ拡大し、大正２年（１９１３）には第２溶鉱炉
が増築、明治４７年（１９１５）には浮遊選鉱設備が次々と
完成した。しかし、第一次世界大戦後の銅価格の低
下や、アメリカ銅の輸出拡大によって藤田組の経営
は打撃を受け、大正１２年（１９２３）に至って大森鉱山は
閉山を迎えることになる。その後重要鉱物増産法に
よって昭和１４年から三木坑、村上坑、蔵本坑、永久
坑等の旧坑の取明改修が実施されたが、昭和１８年
（１９４３）台風によって坑道が水没したため、翌年操業
は休止となる。

現存遺構の概要
藤田組三木工場は、大田市大森町銀山の栃畑谷地
区に所在する。観光坑道として知られる龍源寺間歩
の出口付近から古道を南西へ３００mの所に所在す
る。この工場の具体的な状況は明らかではない。唯
一操業当時（明治２１年（１８８８））の写真（複製：石見
銀山資料館所蔵）に木造平屋１棟と木造二階建の建
物が見え、平屋に煙突があるのでこの施設が製錬場
であろう。なお、藤田組は明治２８年（１８９５）から資本
２０万円を投じ、清水谷地区に湿式製錬法による製錬
所を建設した。これによって三木工場は閉鎖される。
現存する遺構としては工場の石垣があるほか、貯
水槽、工作物を設置した基礎など都合５ヶ所確認さ
れる。貯水槽は平面積約１０m×２０m、深さは約７０cm
で、コンクリート仕様である。また、構造物は先の
貯水槽の付近にあり、コンクリート製でコの字型
（１．８m×２m、高さ０．７m）１ヶ所、もう１つはそこ
から直線状約１０mの所にあり、煉瓦製で０．７m×１
m、高さ０．７mである。これらの構造物は、何らか
の工作物を設置するための基礎であろう。

（仲野義文）

〈参考文献〉
� 『創業百年誌』「大森鉱山概況一斑」同和鉱業（株）１９１４年
� 『大森鉱山（石見銀山）資料集－明治・大正・昭和の稼行記
録－』１９８２年

８ 大森鉱山旧藤田組三木工場跡
鉱業／大田市大森町／同和鉱業（株）／明治・大正期

大森鉱山旧藤田組三木工場跡
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所有者 同和鉱業株式会社

鉱床の概要と稼行状況
大森鉱山には仙ノ山（標高５３７．８m）を中心に東
側の福石鉱床は銀を、西側の永久鉱床は銅を主要鉱
物として産出する。福石鉱床は石英安山岩質凝灰岩
中に胚胎される鉱床で、おもに仙ノ山の東側標高約
２８０から４７０m、南北約５００m×東西約７００mの範囲に
分布する。一方永久鉱床は石英安山岩中に胚胎され
る鉱床で、仙ノ山西側の南北約７００mの範囲に分布
する。石見銀山が発見された１６世紀以降、鉱山の開
発は仙ノ山を中心として行われ、近年の坑道調査で
は６０８口の露頭掘及び坑道跡が確認されている。
さて、藤田組による開発は先ず永久坑、龍源寺坑、
蔵之丞坑、蔵本坑、大久保坑、金生坑等の旧坑から
取明改修が着手された。経営当初にあっては良質の
銀鉱石が期待される福石鉱床に重点が置かれたた
め、蔵之丞坑、大久保坑、金生坑の稼行に特に力が
注がれた。その一方で明治２３年（１８９０）には永久坑か
らの本格的な出鉱が始まると、次第に開発の中心は
永久鉱床へと移っていった。しかし、坑道の深遠化
によって、明治３０年（１８９７）頃には坑内に大量の地下
水が堪えるようになっていった。しかも地中１５０m
から３００mの地点で熱水が湧き出すようになったた
め、坑内の温度と湿度は上昇し、これによって操業
は一時期困難な状況に陥った。その後明治３２年
（１８９９）内中瀬に有望な銅鉱脈が発見されたことを契
機に状況は好転し、明治３４年（１９０１）にはペルトン水
車を、翌年には電動式ポンプを導入するなど積極的
な設備投資が行われ、出鉱はさらに増加し、大森鉱
山は再び好況を迎えることになる。
現存遺構の概要
大森鉱山内にある坑道跡（廃坑）の代表的な旧坑

道について報告する。なお、旧坑は既に島根県教育
委員会によって調査が実施されているので詳細はそ
れを参照されたい。
蔵之丞坑は仙ノ山東側の清水谷地区に所在し、坑
道は南西方向に９００m程延び西側の金生坑に通じて
いる。坑口は原形をとどめている。
大久保坑は仙ノ山西側の本谷地区に所在する。昭
和４４年（１９６９）に国史跡に指定されている。坑口は若
干崩落箇所が認められるが概ね保存状況は良好であ
る。
永久坑は仁摩町大国柑子谷に坑口がある。延長

１４００m。南方向に掘進し、順に平井米鉉、黒鉉、山
田鉉、兼鉉、馬之背鉉、佐藤鉉等の鉱脈が存在する。
同坑は上部において三木坑、村上坑、蔵本坑、龍源
寺坑等の諸坑と竪坑で通じ、その下部は３０m毎に
水平坑道を掘削し、永久坑道をゼロ番として以下順
に番数で呼んだ。また、番と番の中間に中段を掘削
し、さらに番と中段は坑井で繋いだ。この坑道は昭
和１８年（１９４３）の水害によって柑子谷川の川底に埋没
し、かつての坑口は現存しない。
龍源寺坑は観光坑道として坑口より２６８mの区間
が公開されており、当時の具体的な様相を伝えるも
のとして貴重な資料である。
関連資料の存在
坑道図面については竹下美行氏所蔵資料及び上野
利治氏所蔵資料に収載する。 （仲野義文）

〈参考文献〉
� 「大森鉱山概況一斑」『創業百年誌』同和鉱業（株）１９１４年
� 『大森鉱山（石見銀山）資料集－明治・大正・昭和の稼行記
録－』同和鉱業（株）１９８２年

� 『島根県の地質』島根県 １９８５年

９ 大森鉱山坑道
鉱業／大田市大森町及び邇摩郡仁摩町大国柑子谷／同和鉱業（株）
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わにぶちこうざん

鰐渕鉱山は、平田市河下町（旧鰐渕村）にあり、
黒鉱（銀・銅・亜鉛）と石膏を産出していた。
江戸末期から明治５年（１８７２）までは、松江藩に

かなやま

よって開発され金山銅山と称していたが、本格的に
採鉱するには至らなかった。
明治２２年（１８８９）地方人某の経営に移り、鰐渕鉱山
と称して銅鉱の採掘が５年間行われた。
明治２９年（１８９６）大阪の藤田組（同和鉱業KKの前
身）に移譲され、折から日清戦争の鉱山景気に乗り
本格的な銅鉱採掘が始まり、明治３３年（１９００）には、
年産１，２８０トンの業績をあげていた。
明治３７年（１９１４）鰐渕鉱山合資会社に移り、この頃
から国内で亜鉛鉱の精錬ができるようになった。そ
れまで銅鉱の品位を上げるため廃棄されていた黒鉱
が亜鉛鉱であることがわかり、精錬方法を改善し
銅・亜鉛鉱の量産が行われるようになった。
明治４５年（１９１２）からは、津和野町の堀鉱業の経営
になり、銀・銅・亜鉛鉱の年産素鉱４，１２０トン、価
額６３，０００円の規模であったが、大正９年（１９２０）の経
済恐慌により休山となった。
大正９年（１９２０）鰐渕鉱業合資会社の手に移り、
銅・亜鉛鉱を年産１，５００トン前後に操短して継続し
たが、昭和５（１９３０）鉱業界の不況によって再び休山
となった。
昭和１２年（１９３７）昭和鉱業株式会社に移った年に日
中戦争が勃発し、金属鉱山の開発・増産が重点国策
となり、にわかに脚光を浴びるようになった。これ
により、黒鉱（銅・亜鉛）採掘鉱山として各施設の
整備・充実、従業員の増募、社宅の増設などをはか
り、採掘量は飛躍的に増加し年産５０，０００トンを超え
るに至った。
抗外施設では、大きな機械選鉱場を大歳谷に建設
し、金山抗と大歳選鉱場の間に１，０００メートルの隧
道を貫通させ、電車軌道を敷設して鉱石を搬送した。
軌道の中間には唐川川があるので、これをまたぐ高
さ１５メートルの鉄橋を設けて連結していた。
昭和２０年（１９４５年）終戦とともに鉱業界も激動をよ
ぎなくし、黒鉱の採掘を中止して推定埋蔵量１００万
トンといわれる別所白滝石膏鉱床の開発をはじめ
た。

昭和２８年（１９５３）には、規模の大きい黒鉱（銅・亜
鉛鉱）の鉱体が発見され、昭和２９年（１９５４）から一部
の採掘をはじめた。
黒鉱の生産量は、昭和４０年（１９６５）に銅鉱２，０７０ト
ン・亜鉛鉱３，２９４トン、昭和４１年（１９６６）に銅鉱１，５９１
トン・亜鉛鉱５，０９４トン、昭和４２年（１９６７）に銅鉱８０１
トン・亜鉛鉱５，０１７トン、昭和４３年（１９６８）に銅鉱１８３
トン・亜鉛鉱３，９５２トン、昭和４４年（１９６９）に銅鉱１２２
トン・亜鉛鉱２，５０８トンであった。
石膏の生産量は、昭和３５年（１９６０）頃から飛躍的に
増大し、昭和３９年（１９６４）には、年生産量２１４，０００ト
ンを記録して量・質ともに日本一の石膏鉱山であっ
た。
しかし、昭和４０年（１９６５）代に入ると化学工場の副
産物として出る低価格の人工石膏のため経営不振と
なり昭和５３年（１９７８）遂に休山となった。
鉱石搬送電車は姿を消し、軌道は撤去されたが唐
川川（川幅約６０メートル）に設置されていた６基（水
面からの高さ約１５メートル）の橋脚は、当時の姿を
そのままとどめ、活況を呈した時代をしのぶことが
できる。 （河原喜久夫）

〈参考文献〉
� 『わにぶちの鉱山誌』平田市鰐渕公民館 １９９５年
� 『鰐渕鉱山の概要』昭和鉱業株式会社鰐渕鉱業所 １９７０年
� 『簸川郡名勝誌』簸川郡私立教育会 １９０８年
� 『島根県大百科辞典』山陰中央新報社 １９８２年

１０ 鰐渕鉱山鉱石搬送電車軌道橋脚
鉱業／平田市河下町金山／昭和１２年（１９３７）

鉱石搬送電車軌道橋脚
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鰐渕鉱山で石膏を採掘するようになったのは、明
治３８年（１９０５）頃からであるが、昭和１２年（１９３７）昭和
鉱業株式会社の経営に移ってから本格的に採掘がお
こなわれ、戦後に最盛期を迎えている。
石膏鉱床は、新第三紀中新世の地層で緑色凝灰岩

けつ はいたい

と黒石頁岩の境界部に胚胎している。
石膏鉱石は、硫酸塩鉱物のひとつで白色ないし無
色透明をしていて、ときに淡い黄色やピンク色のも
のがある。繊維状のものは繊維石膏、塊状半透明の
ものは雪花石膏とよび、黄銅鉱・黄鉄鉱・硬石など
を共出することがある。
金山と別所の鉱体は、東西１，０００メートル、南北

２５０メートルで北に４０～４５度傾斜し、鉱厚の平均は
１５～２０メートルあった。
採掘は、地下１５０メートルの主坑道から上下に坑
道が延びて最も深い所では、地下２５０メートルに達
し、海面より１７０メートルも低くなっていた。
鉱石の搬出は、上部坑の鉱石は坑内の立坑漏斗で
主坑道に集め、下部坑の鉱石は２００馬力の巻上機に
よって主坑道に集めて坑外に運送していた。
石膏の粗鉱は、選鉱場において選別していたが、
石膏とともに共存する母岩の頁岩は、一般に粘土化
していて粗鉱を破砕すると石膏塊より小さな破片な
いし混状化する。これを流木の中で篩別して微粒子
を洗いとり、篩の目を次第に小さくしながら数回繰
り返して品質をよくする方法をとっていた。
石膏の生産量と従業員の推移は、昭和３０年（１９５５）
に３６，０００トン・２６４人、昭和３５年（１９６０）に１６５，０００ト
ン・６２２人、昭和３９年（１９６４）に２１４，０００トン・８００人、
昭和４０年（１９６５）に１６６，０００トン・４４２人、昭和４５年
（１９７０）に２２４，０００トン・４１５人、昭和５０年（１９７５）に
１６４，０００トン・２４０人で、生産量と従業員が最も多
かったのは、昭和３９年（１９６４）の２１４，０００トン・８００人
であった。
石膏の出荷先は、セメント工場が主体である。セ
メントは、石灰石を主な原料にして成分調整のため
粘土・火山灰・スラグなどのけい酸材料を約２０％配
合し、１，４００～１，５００度で焼成する。これに約３％の
石膏を加えて製品化している。
輸送は、鉄道と船舶を利用していて鉄道輸送は、

一畑電気鉄道KK平田市駅を経由して国鉄を利用
し、同駅までの１２キロメートルは、トラックで一日
約４００トン搬出していた。船舶輸送は、１，０００トン級
の船が接岸できる河下港を利用し、同港までの２．５
キロメートルはトラックで一日約２，０００トン搬出し
ていた。貨物船は１５０～７００トン級が約３０隻就航して
船腹送鉱能力は、約１０，０００トンであった。
石膏鉱山としては、量・質ともに国内トップの地
位にあったが、昭和４０年（１９６５）代に入り，化学工場
の廃棄副産物が技術開発されて燐酸石膏（人工石膏）
に生まれかわるようになり、天然石膏の価格が暴落
したため、４０年間続いた山の灯も昭和５３年（１９７８）に
消され休山となった。
昭和５３年（１９７８）から昭和開発工業株式会社が休山
した鰐渕鉱山の表層岩石を一般の土木建設用資材と
して出荷するため採石をはじめた。
昭和３０年（１９５５）代、石膏鉱山最盛期の選鉱場跡は、
コンクリートの場所が現存しているので、これを製
品の集積槽に利用している。同槽は、高さ約１１メー
トル、幅約１３メートル、奥行約１３メートルあり、土
木建設資材供給会社の主要な施設に生まれかわり新
しい使命を果している。 （河原喜久夫）

〈参考文献〉
� 『わにぶちの鉱山誌』平田市鰐渕公民館 １９９５年

１１ 鰐渕鉱山石膏選鉱場跡
鉱業／平田市河下町金山／

鰐渕鉱山石膏選鉱場跡
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所有者 宍道町

み さいだに おおいわ

通称三才谷の大岩と呼ばれた来待石の採石場跡で
ある。ここは来待石山と採掘場跡の崖および石畳（石
舞台）と広場で構成されている。面積は約１６，０００
m２、一角に残る絶壁の高さは約２５m、幅約８０m。壁
面には斜めの筋もようが広がり絶景とも言える。マ
サカリという道具を使って手作業によって石を切り
出した際についた切り跡である。
この採石場は、明治２５年（１８９２）頃より、昭和３０
年（１９５５）頃までの約６０年余りの間にわたり、１０軒
の採石業者によって操業されていた。当時この石山
は久戸、浜地区の共有山林であり地区民は無料で切
り出すことができた。採石業者の１人であった T
氏（８３歳）は戦前戦後の様子を「みな家族労働であ
り、１軒あたり幅約１０mに分割、山の上面から手
作業で縦に筋を入れて切り下げて行ったものだ。三
才谷の石は主に建材用として、土台石や敷石を作っ
た。それをねこ車（手押一輪車）に積み、宍道湖岸
の船着場まで約７００mを人力で運び出し、松江市等
の業者に売り渡した」と語っている。
昭和３０年（１９５５）代以降この石山は閉鎖、放置され
ていたが、平成８年（１９９６）来待ストーンミュージア
ム石の広場として整備され、遺跡として広く公開で
きるようになった。
来待石は、宍道湖南岸の宍道町東来待を中心とし
て、東は玉湯町、西は宍道に亘る延長約１０km、幅
約１．２kmの地帯に産出する凝灰質砂岩で、採掘加
工が容易であり様々な製品に加工利用されてきた。
古くは６世紀後半に造られた古墳の石室に来待石
を切り出し組み立てたものが幾つか見られる。中世
には、石塔、石碑、建材等として重用された。西来
待の大五輪塔、広瀬町の尼子清定、経久、堀尾吉晴、
忠晴の墓など残っている。
江戸時代松江藩は来待石を他藩へ無許可で移出す

お とめいし

ることを禁じ、別名「御止石」の名を残すほど珍重
された。石工職人は藩の許可を得て「原石の切り出
し」を専門とする人、「石屋」として加工する人に
分業された。来待地区の人々は、「原石の切り出し」
を主とし、宍道湖の水運を利用、湖岸の船着場から

船で原石を松江まで運び、松江城下の石屋によって
加工された。
明治末期になり地元で来待石販売組合を設立、加
工技術を導入し、加工・販売が次第に伸びた。大正・

つき

昭和にかけて石灯籠、墓石、石碑、搗石、井戸側、
棟石、敷石等の需要が多く各地に出荷された。昭和
１０年（１９３５）代以後になるとセメントが普及し、建材
としての役割は減少した。
戦後は来待石加工組合（昭和３１年（１９５６））を結成
し、石灯籠を中心とした量産体制ができ、生産は急
激にのびた。その後伝統的工芸品としての指定を受
け、今日も１６業者によって加工・販売が続いている。
来待石の切り出し、加工が数１００年に亘り続いて
きたことは、それだけの石切場が存在したのであり、
町内に１０数か所の石切場跡が残っている。
来待石石切場跡の本格的調査は、中国横断自動車
道尾道松江線の建設工事に伴い、島根県教育委員会
により平成８年（１９９６）度から文化財発掘調査が実施
された。東来待では小三才谷遺跡ほか３か所、西来
待で三反田遺跡ほか４か所、合計９か所である。報
告書には採石場の規模、採石の時期・技法など実測
図、写真と共に詳しくまとめられている。

（犬山英男）
〈参考文献〉
� 『宍道町誌』１９６３年
� 『来待石の採石と加工（宍道町ふるさと文庫３）』宍道町教
育委員会 １９９０年

� 『来待石石切場遺跡群』島根県教育委員会、日本道路公団
１９９９年

１２ 来待石石切場跡
鉱業／簸川郡宍道町東来待１５７４－１／宍道町／明治２５年（１８９２）

来待石石切場跡
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所有者 同和鉱業株式会社

施設・設備の概要と変遷
大森鉱山における事業概要については別項で詳述
しているので、ここでは施設・設備の概要とその変
遷を述べておきたい。
同鉱山は大森町銀山側の銀山部と、仁摩町大国町
柑子谷側の永久部とに分かれており、操業当初に
あっては銀山部に鉱山事務所が置かれた。しかし、
永久坑での本格的な出鉱や、清水谷製錬所の閉鎖を
背景として、明治２９年（１８９６）には鉱山事務所を含め
主要施設は永久部に移転され、大正１２年（１９２３）の閉
山までここが藤田組の拠点となる。
さて、永久部は潮川上流の仁摩町大国字柑子谷に
所在する。ここは要害山（山吹山）の北麓を北西に
延びる谷間で、鉱山関係の諸施設はその谷筋を流れ
る柑子谷川に沿って建設された。大正３年（１９１４）の
「大森鉱山概要一斑」によると、この地には鉱山事
務所１棟を含め、製錬所５棟、選鉱場６棟、汽鑵場
１棟、木工場１棟、火薬庫２棟、火薬類貯蔵庫２棟、
倉庫４棟、鍛冶・鋳物場１棟、役宅及長屋４３棟、出
合発電所１棟などの諸施設があり、この内川を挟ん
だ西側には鉱山事務所及び倉庫や火薬庫などが、東
側には選鉱場、製錬所、鍛冶・鋳物場などがそれぞ
れ配置された。労働者の長屋は概ね永久坑口より南
側に集中して建てられた。また、「大森鉱山全図」に
よれば、工場地内には鉱石や製品を運搬するための
トロッコ用の軌道が敷設され、それらは永久坑口よ
り延び元粗選鉱場で分岐し、一方は選鉱・製錬所へ、
また一方はずり捨場へと通じていた。鉱山事務所付
近の小山にはインクラインが設置され、坑口及び製
錬所から運ばれた�や捨石はこのインクラインに
よって高さ約３０mの頂上に運ばれ、北側斜面へと
投棄された。また、ずり捨場の側には選鉱場及び製
錬所からの出た汚水を浄化するための沈殿池（６層）
があり、浄化水は柑子谷川へと排出された。
現存遺構の概要
永久工場の諸施設は昭和１８年（１９４３）９月の台風に
よってその多くが倒壊したほか、鉱山の操業休止（昭
和１９年（１９４４））に伴って電気設備や社宅などの被害

を免れた施設設備が同社の花岡、柵原鉱山等に移築
されている。そのため永久工場関連の遺構について
は、僅かに選鉱場、煙道、ズリ捨場、社宅が現存す
る程度である。
選鉱場は選鉱施設は、永久坑口から北に元粗選鉱
場、一号選鉱場及び選鉱見張、大割場、二号選鉱場、
捨石舎、三号選鉱場の順に建設されていたが、遺構
として確認されるのは３号製錬場の石垣である。高
さ約２m、幅約１０mが現存し、状態は良好である。
ズリ捨場は仁摩町の浄水場（旧沈殿池跡）に隣接
し、現在は安全柵（約９０m）で囲まれている。敷地
内の調査ができないため大森鉱山時代の工作物等の
残存状況は不明である。
社宅は要害山の東側「牛の首」に通じる道沿いに
所在する。「大森鉱山全図」によると大正頃にはこ
の場所には炭小屋が描かれているが、地元の話では
昭和期の開発に伴い現在の社宅が建てられたとい
う。木造平屋で間口１間、奥行３間で、棟割に４棟
存在する。
関連資料の存在
「大森鉱山全図」竹下美行氏所蔵
「工作物ニ関スル届書綴」上野利治氏所蔵
「永久工場写真」石見銀山資料館所蔵

（仲野義文）

〈参考文献〉
� 「大森鉱山概況一斑」『創業百年誌』同和鉱業（株）１９１４年
� 『大森鉱山（石見銀山）資料集－明治・大正・昭和の稼行記
録－』同和鉱業（株）１９８２年

１３ 大森鉱山永久工場施設群
鉱業／邇摩郡仁摩町大国町柑子谷／同和鉱業（株）／明治２０年（１８８７）

大森鉱山永久部（選鉱場跡）
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所有者 同和鉱業株式会社

事業の概要・沿革
大森鉱山は永久坑での本格的な出鉱を背景とし
て、次第に銅生産に重点が置かれるようになる。と
りわけ、明治４２年（１９０９）の生鉱吹の導入はその傾向
に一層の拍車をかけることとなった。
生鉱吹（自溶製錬）とは、硫化銅鉱を溶鉱炉にそ
のまま装入し、含有硫黄の酸化反応熱を利用して製
錬する方法で、明治３５年（１９０２）同じく藤田組経営下
の小坂鉱山において開発、採用されたものである。
この方法は前述の如く鉱石自体に含まれる鉄と硫黄
の酸化反応熱を利用するため、コークスなどの燃料
が少なくて済むほか、溶鉱の大量処理が可能であっ
たため、この開発はわが国の銅製錬において画期的
な技術革新となった。
本鉱山でも硫化銅を製錬するため、明治４２年

（１９０９）７月これまで使用してきた溶鉱炉２座の内１
座を粘土溶鉱炉から水胴式に改め、生鉱吹による銅
製錬が開始される。なお、水胴式炉は、水胴８４cm、
高さ９０cmの円筒形で、３個の鋳鉄（厚さ９cm）か
らなり、鋳鉄と鋳鉄の間には水を容れる鉄管が取り
付けられ、終始水が循環するようになっていた。
さて、生鉱吹では塊鉱は生鉱のまま、また粉鉱は
焼結鍋で焼結鉱にし、これを先の水胴式溶鉱炉に装
入し、溶剤として石灰石及びドブを加え、主用燃料
としてコークスを炉頂より投入し、補助燃料として
石炭を羽口より挿入した。熔体は前床において銅皮
と鉱滓に分離され、銅皮は真吹の工程に送られ含金
銀鉛型銅が造られた。大森鉱山で生産された型銅は
さらに小坂鉱山へと輸送され、そこで電気製錬が行
われた。この生鉱吹の
導入以降、大森鉱山の
生産量は漸次増加し、
大正６年（１９１７）に至っ
て型銅量は過去最高
４８８．７トンに達した。
永久工場における製
錬施設は、要害山西側
牛首に通じる谷筋に集
中し建設され、それら
は溶鉱場、焼結場、製
銅場（送風機室）、分
析所、鉱舎、製錬煙道
及び煙突、製錬貯水池
などで構成された。ま

た、設備としては次のようなものが備わっていた。
焼結鍋（上径６尺、深さ３尺） １座

焼結鍋（上径７尺、深さ４尺） １座
水胴式炉 １座
真吹炉 ５座
送風機（英国スウェーツ社製） １台
送風機（英国セーエツチエンドエフエムツール社製） １台
水衡捲揚機 １台

現存遺構の概要
現存遺構は煙道２ヶ所である。何れも鉱滓を材料
とした「カラミ煉瓦」によって構築されている。こ
の煙道は溶鉱場及び焼結場から続くもので、製錬場
の向かいの斜面に沿って延びている。『工作物ニ関
スル届書綴』によると、これは水胴式炉の導入に伴っ
て新設されたことがわかる。
新設当時の煙突及び煙道は、煙突高さ１２０cm、煙
道高低７６尺、総延長は１９０尺であり、この内現存遺
構は「塵室」と呼ばれる部分で、１つは円筒形のも
ので、もう１つはアーチ状の半筒形のものである。
前者は直径約２．５m、高さ約４m、後者は約１．５m×
約１．７m、奥行約２mである。
保存状況：仁摩町指定文化財
関連資料の有無
「大森鉱山全図」竹下美行氏所蔵
「工作物ニ関スル届書綴」上野利治氏所蔵

（仲野義文）
〈参考文献〉
� 池田謙三著「銅製錬」１９３５年
� 「大森鉱山概況一斑」『創業百年誌』同和鉱業（株）１９１４年
� 『大森鉱山（石見銀山）資料集－明治・大正・昭和の稼行記
録－』同和鉱業（株）１９８２年

１４ 大森鉱山永久坑溶解場煙道
鉱業／邇摩郡仁摩町大国町柑子谷／同和鉱業（株）／明治３０年（１８９７）

大森鉱山永久坑溶解場煙道 大森鉱山永久坑溶解場煙道
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所在地 美濃郡美都町山本
所有者 中外鉱業株式会社

地質
地質は、西南日本内帯に属し、粘板岩、砂岩、珪
岩、緑色岩及び石灰岩より構成され、他地域の秩父
古生層と同様に二畳～石炭紀のものとされる。この
層に新しいあるいは附近に露出している花崗岩、石
英斑岩等の火成岩類の貫入によって軽度の動力変性
作用及び熱変性作用を受け、接触交代鉱床（スカル
ン帯）を形成したものである。
鉱床と坑口
鉱床は、都茂、丸山鉱床の２群に大別され、北か
ら矢対、都茂、旭坑、嵯峨谷、芋尻、宝来、丸山（官
林、山神、千人間歩、古銀山、大路頭）、空山鉱床
などがあり、鉱床の殆どが芋尻珪岩層及び粘板岩珪
岩互層中に分布する。鉱石鉱物は黄銅鉱、閃亜鉛鉱、
方鉛鉱、磁硫鉄鉱、磁鉄鉱よりなり金銀の含有も高
い。
都茂鉱床は、概ね脉状に発達し南北に３００mを超
え、丸山鉱床は、芋状に発達し一大スカルン鉱物帯
を形成している。
沿革
都茂丸山銅山については、「続日本後紀」巻第五
に８３６（承和３）年１１月１５日石見国において幹了百姓
４人に採銅・製錬の技術を習得させた記事がある。
また、「日本三代實録」巻第卅九には、８８１（元慶５）

年３月７日陽侯忌寸氏管轄下の銅工人、膳伴氏と眞
髪部氏が石見国美濃郡都茂郷丸山で銅鉱石を発見し
たので紀朝臣氏と眞髪部氏が校閲を行った記事があ
り、古代から銅採掘が行われてきたものと考える。
中世末期の天正年間（１５７３～１５９１）には銀産出に
伴い再開発されたとされ、１６０９（慶長１４）年には都茂
村のうち大字山本（大神楽除く）、澄川村のうち谷
口溢が石見銀山領（津毛村）となり盛況であったが、
慶安年間（１６４８）に坑内の湧水により採掘困難とな
り休山、その後１８００年代半ばには浜田藩領となる。
この丸山鉱区は１８７８（明治１１）年に広島の藤野得一
郎が再び採鉱を始め、１９００（明治１９）年には北山武敬
（旧浜田藩士）、堀藤十郎礼造（津和野畑迫村）、矢
野賀一郎（愛媛）ほかが経営した。鉱夫は数１００人
いた時期もあり、１９１２（大正元）年にはドイツ人ウル
－氏による亜鉛鉱の採掘も行われた。
都茂鉱区は、１９０７（明治２６）年頃発見せられ、新治
鉱山、深折鉱山と称して、幾多の鉱業権者により稼
行した。特に１９３８（昭和１３）年には都茂鉱山�が所有
し、１９４３年１月からは協和鉱業�の経営（銅・鉛・
亜鉛）となり、この間軍需産業として国の支援が行
われ、銅鉱採掘とともに日処理３０t の浮遊選鉱場が
建設された。
１９４６（昭和２１）年休山、１９５１（昭和２６）年中外鉱業株
式会社が買収、都茂旧鉱の取明け改修と丸山鉱区の
銅亜鉛鉱により浮遊選鉱場も修理復旧され、翌年１２
月から運転が開始された。

１５ 都茂鉱山選鉱場跡
鉱業／美濃郡美都町山本

都茂鉱山選鉱場跡・坑口都茂鉱山選鉱場跡
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１９５９（昭和３４）年丸山鉱床の下部で探査銅品位
１．２％の鉱床発見後から最盛期（昭和３５～４９年）を
迎え、従業員２００数十名、１９７３（昭和４８）年には７００t／
日稼動となっていったが、国内鉱業衰退の中、１９７９
（昭和５４）年稼動縮小、１９８６（昭和６１）年３月には閉山
となった。
選鉱場
閉山前の選鉱場は、銅鉱及び灰重石（タングステ
ン）の自山鉱のほかに金銀鉱の委託選鉱が行われて
いた。銅鉱は破砕（ジョークラッシャー、コーンク
ラッシャー等で１２mm以下）、磨鉱（ロッドミル、マー
シーボールミルによる破砕）、浮選（銅品位２２％）、
精鉱処理（脱水処理）の工程を経て、製錬所に直送
されていた。
選鉱場の施設設備は、平成３年に海外に売却され
たため今はなく、現存する遺構は、建物の基礎であ
る山肌のコンクリート（石垣部もあり）と一部の木
造建物などである。ここは１９６４（昭和３９）年から抜本
的に改造（拡張、機械化）されてはいるが、それ以
前の明治時代の遺構もあるものと思われる。北向き
の建物跡地は５段、一番高い地点には鉱石の搬出坑

口があり、最下部の建物との段差は約２０mある。一
番広い面は幅（東西）に約４０m、奥行１５mある。
丸山通銅坑口
中外鉱業による採掘の主体は丸山鉱床で、坑口（０
mレベル）地点から５７０m地点にある地下２７５m坑
道までの丸山大立坑（－３１０m）で連絡し、その間
を２５m間隔で開坑展開していた。鉱石の搬出は－
７５m地点の選鉱場までの大通洞（１５５０m，延長１７００
m）により逐電機関車（６t）で運搬された。
山神坑周辺
主坑道（＋８０mレベル）は、近代の採掘により
大幅に変わっているが、入口周辺にはノミによる手
掘り跡が見られる。周辺には焼き釜跡、ずり、山神
社跡、安養寺跡等のほか、切図にはその前身の「正
福寺」、「銀山町」などが、また尾根筋には坑口や露
頭跡があるが未踏査である。

（河野敏弘）

〈参考文献〉
� 「事業概要」中外鉱業株式会社都茂鉱業所 １９７１年７月
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１．構造物の所在地域
神戸川は、広島県境の女亀山の北麓に源を発し、
北流して大社湾に注ぐ延長８１kmの２級河川で、流
域面積は４７１km２あり、降水量は３，１００m３／SEC を測
る。発電所は、この豊富な水量を持つ神戸川の中流
域に所在している。
２．構造物の概要
恵まれた水源を利用した発電所建設計画は、出雲
電気株式会社（中国電力株式会社の前身）により大
正２年（１９１５）年から２年の期間と総工費１６万円を
費やして先ず佐田町一窪田に最大出力６００Kwh の窪
田発電所が建設された。
引き続いて大正１１年（１９２４）には、佐田町八幡原

地内に堰堤を築いて５kmほど下流の出雲市乙立町
に水を引く発電所の建設が開始された。３０７６mの
隧道と９１９mの溝渠で導水し、水量毎秒５６m３で、落
差３４m、最大出力１５００Kwh の乙立発電所が大正１３年
（１９２６）に完成した。
６１．６坪のコンクリート製の建物に、スパイヤル横
軸型、４５０回転、電圧３５００V、６０サンフルの発電機
を据え付けて事業を開始した。

（片倉愛美・宮澤明久）

〈参考文献〉
� 永田慈史『神戸川探訪』（出雲市民文庫１５）１９９７年
� 『乙立史』１９５４年

１６ 中国電力（株）乙立発電所（旧出雲電気（株））

電力／出雲市乙立町／中国電力（株）／大正１３年（１９２６）

中国電力（株）乙立発電所
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匹見川水系の豊川、匹見発電所の地勢、地域史概
略をまとめて述べる。
（１）地勢
高津川は西中国山地に源を発し、匹見川、津和野
川など多くの支流を集めて、鹿足郡・美濃郡一帯か
ら益田市に流れる総延長８０kmの大河である。
『発電水力調査』大正３年（１９１４）によると、「本流
は上流水源に於て尚海抜４００mを超えず而も屈曲甚
だ多き為、水面勾配緩く六日市より下流に於ては百
分の１以上の箇所なく、両岸開けて耕地に富み、河
床砂礫を見るも、岩盤の表わるるが如き箇所、殆ど
無し。」
とあり、高津川上流部の評価は低い。
柿木から日原までの十数 kmは、岩盤で奇岩、巨
石、早瀬が多く見られ、深いV字渓谷を作ってい
る。
（２）地域の概略
高津川水系では、本流よりも支流の匹見川で水力
開発が先行した。中電の発電所は、匹見川で３ヶ所
あるのに対して、本流では日原発電所（昭和１３年
（１９３８））のみである。匹見川はその広大な流域、水
量の多さ、急流などの理由で、早くから電源開発で
注目された。
『発電水力調査』大正３年（１９１４）に、「道川村大字
下道川より匹見下村に至る間流程７里の間は随所に
之れを利用するに足るべし」とある。現在、匹見川
水系では豊川（昭和３年（１９２８））、匹見（昭和３年
（１９２８））、澄川（昭和１８年（１９４３））の３つの発電所
が稼動している。川沿いで小低地として、澄川と豊
川があり、この小低地に各発電所が建設された。
（３）立地
発電所：益田市猪木谷町字廿一地先
取水口：美濃郡匹見町大字澄川字新田後イ２２４３番

地（豊川取水ダム）および大字澄川字猿
候淵イ１２９４番地（谷口川取水ダム）。

他に柿原谷・猪木谷で渓流取水がある。
（４）沿革
出雲電気（株）は、電力不足を補うため、益田地方
で、受電補給や発電所の新設に努力した。昭和３年

（１９２８）９月には、
旧豊川村猪木谷に
水力発電所を建設
した。総工費二百
数十万円の巨費を
投じ、出力４万７
千 kWで、当時と
しては県内最大の
発電所であった。
また、匹見川水力

電気工業（株）が昭和３年（１９２８）完工した匹見発電所
からは、全発電量を受電した。
豊川発電所の稼動で、昭和２５年（１９５０）から年間７０
万円の償却資産税が旧豊川村の財政に入り、村財政
は潤ったという。
（５）発電施設
�発電施設
発 電 開 始：昭和３年（１９２８）９月１８日
発電所形式：水路式
発電所出力：４６７０kW
使 用 水 量：８．０７m３／s
有 効 落 差：７７．４７m
発電機１：（安川電気製作、昭和２年（１９２７）５

月製造）
種類 HS型
出力：２４６０kW 電圧：６．６kV
力率：０．９５ 回転数：７２０rpm
水車（イームル工業製、昭和６０年（１９８５）製造）
形式：横軸フランシス水車
出力：２８００kWおよび２７００kW

�堰堤：石張りコンクリート重力ダム（豊川取水
ダム）
堤高６．２１m、堤長６４．５４m
�導水路：
幅員 ２．４８５m
高さ ２．４８５m
全長 ７８７７．８９m
途中１ヶ所に沈砂池あり。また、谷口取水ダム
からの鉄管は匹見川をまたぎ、豊川取水ダムか
らの本管と結合している。
�水路橋：なし
�建屋：
１階平屋 セメントブロック造
建坪 ４４２m２

（６）特徴
外観からは、緩やかな傾斜屋根を持つ白亜の建物
である。窓枠は１階が四角形、２階がアーチ型に３
つの小窓を設けている。建物上部に装飾を施し、全
体的におしゃれな外観となっている。統一されたセ
ンスの良さを感じる。作業用入り口もアーチ型で、
上部の壁にはアーチ構造の線刻が見える。
内部は鉄骨の梁構造で緩やかな屋根を支えてい
る。２階窓内側とともに、１階窓内側上部も壁面を
アーチ型に仕上げている。 （岡�秀紀）

〈参考文献〉
� 『益田市史（下）』１９５２年
	 『益田市誌（下）』１９７８年

 『石見匹見町史』１９６５年

１７ 中国電力（株）豊川発電所（旧出雲電気（株））

電力／益田市猪木谷町／中国電力（株）／昭和３年（１９２８）

中国電力（株）豊川発電所
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一畑電気鉄道株式会社の前身である一畑軽便鉄道
株式会社が、初めて汽車を走らせたのは大正３年
（１９１４）４月で第一次世界大戦による戦時景気の頃で
あったが、会社の経営は極めて厳しかった。
営業開始直後の大正３年（１９１４）度上半期の営業成
績は、３３日間の総収入２，４８４円で、一日平均ではわ
ずかに７５円余りであった。
会社の経営陣は、この苦境から脱出するため必死
の努力を続けたので大正５年（１９１６）から大正１０年
（１９２１）までの５年間の営業成績は、乗客が２０８，２００
人から３０２，８００人へと約５０％延び、貨物が２，３７２トン
から６，１００トンへと約２倍半の延びとなっている。
しかし、抜本的な経営改善をはかるには、路線を
松江市と出雲大社へ延長して宍道湖北岸一帯を結ぶ
とともに軽便鉄道を電気鉄道に切りかえねばならな
いと考えていた。
大正１３年（１９２４）９月、会社の“当社延長線計画の
概要”に次のように述べている。「電車は汽車と違
い煤煙もなく乗心地がよろしい。又運転の時間も現
在の２時間間隔を３、４０分間隔に縮められるので便
数を約３倍に増すことができます。
スピードアップも可能です。その上に電車は車輛
が大きいから輸送量がぐっと大きくなります。
経費も電力も格安に契約したから経済的になるは
ずです。かような次第でこの延長線は電車とする計
画を立てました。又、国鉄山陰線が全通してから後、
会社の現在の路線は乗客も貨物も激増していますの
で、この状態で進みますと現在の軽便鉄道では、到
底輸送に堪えられなくなりますので、改良の必要に
迫られているのであります。
そこで、この際この営業路線の電化改良をいたし
ますと同時に、松江市に至る延長線を敷設して湖北
線を完成することは、会社の創立以来の使命であり
ます。ここに諸氏とともに本路線の敷設が地方のた
め一日も早からんことを希うものであります。」
昭和２年（１９２７）に出雲今市～一畑間を電化するた

ぬのざき

め平田市園町に「布崎変電所」を新設した。
電気は交流と直流があるが、発電所で起す電気は
交流である。直流は一定方向に流れる電流で、交流
は一秒間に数回またはそれ以上、流れの向きを変え

る電流である。
一畑電気鉄道の電車で使用する電気は直流を使用
するので、変電所を設けて電圧を調整し、交流を直
流に変換する必要がある。
布崎変電所は、１６．３８m×１２．７３m、２０８．５m２鉄筋
コンクリート平屋建で、この建物に３相３線式変圧
機、シリコン整流器、遮断器、避雷器、配電盤など
の電気機器を設置し、さらに機械室、事務室、倉庫
も付設している。
変電所では、中国電力から受電した交流の３３，０００
Vを変圧機で１，５００Vに変圧をし、さらにシリコン
整流器によって交流を直流に変換して電車に送電を
している。
戦後、電車の設備が近代化したことに伴ない使用
電力が増加し、布崎変電所のみでは困難となったの
で、平成７年（１９９５）７月に松江市西浜佐陀町に「古
江変電所」を新設、続いて平成８年（１９９６）には、出
雲市武志町に「川跡変電所」を増設して、現在は３
か所の変電設備によって安全運行をおこなってい
る。 （河原喜久夫）

〈参考文献〉
� 一畑電気鉄道株式会社鉄道部資料
� 『ふるさと平田の昔話』平田市文化団体協議会 １９８６年

１８ 一畑電気鉄道（株）布崎変電所
電力／平田市園町／一畑電気鉄道（株）／昭和２年（１９２７）

一畑電気鉄道（株）布崎変電所
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（１）地勢
木次町湯村地区は、斐伊川の中流部にあたる。西
日登を過ぎると、斐伊川の両岸は急に狭まり、渓谷
となって迫ってくる。湯村は大原から仁多方面への
通道にあたり、古くから温泉で知られた。『出雲風
土記』に「川邊に藥湯（くすりゆ）あり」とある。
川は漆仁川（しつにのかは）と呼ばれ、現在でも、
川岸に温泉が湧き出ており、露天風呂がある。
（２）地域の概略
湯村より上流の旧仁多郡温泉村大字北原の地に、
明治４４年（１９１１）松江電燈（株）によって起工された北
原発電所があった。大正元年（１９１２）１２月より、運転
を開始し、松江はじめ木次、大東、斐川方面に送電
した。
北原発電所が送電を開始して、大正３年（１９１４）に
は下布施地区の６軒の民家に電燈が灯った。民家横
には、これを記念する電燈記念碑が建てられた。生
活仕事が大きく変化して、電気普及への感謝の気持
ちが刻まれている。大正８年（１９１９）湯村発電所が建
設されると、電燈もこの地域に普及していった。
（３）立地
発電所：大原郡木次町大字湯村１５２７番地
取水口：大原郡木次町大字平田６６９番地。
湯村発電所は、斐伊川の急傾斜の谷にへばりつく
ように、河岸に建っている。取水口は上流の平田ダ
ム（日登発電所取水ダム）である。
平田ダムの１００m上流に斐伊川水系最大の北原発
電所がある。本流の斐伊川ダムから取水した水は、
阿井川ダムを経由して、北原発電所の水車を動かす。
排水は再び平田ダムで再度取水され、湯村発電所お
よび日登発電所に導かれる。日登発電所の下流にあ
る北原発電所逆調整池は、下流での農業用取水対策
のために設けた、全国的にも珍しい施設である。
（４）沿革・由来（建設経緯・社会背景）
電力需要の伸びに対応して、当時の出雲電気（株）

（明治４４年（１９１１）１１月２８日創立）によって建設され
た。
（５）発電施設
�発電施設
発 電 開 始：大正８年（１９１９）１１月
発電所形式：水路式
発電所出力：１０００kW
使 用 水 量：５．５７m３／s
有 効 落 差：２７．８８m

発電機１基（川北電機製：大正１９年（１９２０）製造）
種類：HS（型）
出力：１２５０KVA 電圧：６．９KV
力率：０．８５ 回転速度：６００rpm
水車（イームル工業（株）製、昭和６１年（１９８６）製）
形式：横軸フランシス水車
出力：１２３０kW
�堰堤（平田ダム）
堤高４．３５m、堤長４９．２２m
�導水路
幅員 １．９４～２．１６m
高さ ２．０８m～２．１４m
全長 ２１４１．５９m
途中に１ヶ所、沈砂池がある。
�水路橋：なし
�建屋：構造
１階平屋建RC造、屋根折版葺、建坪２００m２

（６）特徴
発電所建物は箱型で小さくまとまり、斐伊川右岸
の絶壁に張り付いている。大正期の建物という印象
はない。
取水口の平田ダムより最初の隧道出口が、国道３１４
号線の横に観察できる。地上より約１０m下に、高
さ２mを越すトンネルが掘られており、水量豊か
に流れている。トンネル入り口は石積みアーチ構造
である。途中の沈砂池でもこのようなアーチ構造が
見られる。 （岡�秀紀）

〈参考文献〉
� 『木次町誌』１９７２年

１９ 中国電力（株）湯村発電所（旧出雲電気（株））

電力／大原郡木次町湯村・平田／中国電力（株）／明治４４年（１９１１）

中国電力（株）湯村発電所への導水路 ※アーチ構造に注目
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（１）地勢
神戸川の水源は中国山地の大万木山、女亀山一帯
である。赤来町、頓原町より佐田町を経て出雲市に
入り、立久恵峡の渓谷美を刻み、出雲平野を通って
大社湾に注ぐ、総延長約８０kmの大河となる。上流
部の赤来町来島ダムを過ぎると流れは急流となり、
大きく蛇行しながら、両岸岩肌の谷間を作る。中流
域の佐田町一窪田（ひとくぼた）地区に入ると、比
較的まっすぐな流れとなる。この蛇行地形から平坦
地に落ちる地形構造が水力発電適地となった。
『発電水力調査』（大正３年（１９１４））には、「志々
村（現・頓原町八神地区）を去る頃より復た山間部
に入り、勾配平均１２４の１を保ち、山口村（現・大
田市山口）に至りては屈曲益々甚だしく、河床安定
にして岩盤を表わす箇所多し。乃ち利用はこの範囲
とす」とある。
（２）地域の概略
窪田発電所が送電を開始し、旧窪田村は大正５年

（１９１６）１月１日から電灯がともされた。現佐田町内
ではいち早かった。須佐地区はこれより遅れること
７年、大正１２年（１９２３）１月より点灯した。
窪田発電所開設の頃の電気事情が、

「電線、電球その他諸器具は平素大切に取扱われ度
之を玩弄び又は濡れ手にて取扱われることは堅く御
断り申します。
「コード」線を金属に触れしむる時は、被覆を損傷
する虞がありますから、自在球の外は決して釘など
に懸けられぬ様願います。
「コード」線その他電気器具を弄するときは電気に
感ずることがありますから点滅器（キー）の外は成
るべく触れぬ様、小供衆又は御召使の者などには特
に御注意を願います。」と『佐田町史』にある。
大正４年（１９１５）完工した窪田発電所の下流１０km
地点に、乙立発電所が大正１３年（１９２４）建設された。
佐田町八幡原栗畑で神戸川を堰き止め、約５kmの
導水路を造り、水を出雲市乙立町殿川内大呂峠に引
き、落差３４mを得て発電した。
神戸川水系の発電所、窪田・乙立が完成し、出雲
地域の電力供給の中心となった。

（３）立地
発電所：簸川郡佐田町大字一窪田字堂の原前１８０９

番地
取水口（窪田取水ダム）：簸川郡佐田町大字一窪田

字川崎１７１３番地
（４）沿革
県下で松江、浜田に次いで３番目の電力会社とし
て、出雲電気が明治４４年（１９１１）１１月２８日に設立され
た。発電は神戸川の水力開発が間に合わなかったの
で、出雲市大津にガス力による１２３kWの発電所を
建設し、大正元年（１９１２）８月１２日から営業開始した。
供給地域は、当初、今市町と大津町で大正元年（１９１２）
末の電灯需要は、戸数１７５９、灯数３６００であった。
需要増・供給地域拡大に応えるため、出雲電気は
神戸川水系、佐田町一窪田に水力発電所を建設する
ことになった。大津ガス発電所は廃止された。

２０ 中国電力（株）窪田発電所（旧出雲電気（株））

電力／簸川郡佐田町窪田／中国電力（株）／大正４年（１９１５）

中国電力（株）窪田発電所全景と窓アーチ構造
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大正６年（１９１７）に松江電気と合併にいたるまでの
状況は、供給地域は逐次拡大し、杵築町平田町高松
町を含むほぼ簸川郡全域４町２７村に及んだ。大正５
年（１９１６）ころの需要家数５，６３８戸、灯数９，８１７灯と
なった。
（５）発電施設
�発電施設：
発 電 開 始：大正４年（１９１５）１１月
発電所形式：水路式
発電所出力：６００kW
使 用 水 量：２．９２m３／s
有 効 落 差：２８．７９m
発電機２基（東芝製：大正４年（１９１５）および大
正８年（１９１９）製造）
種類：HS（型）
出力：３５０KVA 電圧：７．０KV
力率：０．８０ 回転数：７２０rpm
水車（イームル工業（株）製、平成元年（１９８９）およ
び平成２年（１９９０）年製）
形式：横軸フランシス水車
出力：３４０kW

�堰堤：堤高３．９４m、堤長４８．４８m

石張りコンクリート重力ダム
�導水路：幅員 １．７１～２．００m

高さ １．６０m～２．２０m
全長 ９３３．５m

導水路は、隧道５９１．７m、蓋渠１４８．３m、開渠１９３．５
mからなる。途中１ヶ所の沈砂池がある。
�水路橋：なし
�建屋：構造

１階木造瓦葺 平屋建
建坪２４３m２

（６）特徴
現在稼動している建物では、窪田発電所は、県内
最古であり、また特徴的な構造をしている。切妻建
物の妻側には、大きな半円アーチ窓が開けられ、洋
風のデザインが取り入れられている。また、建物外
壁の窓にも小さなアーチがある。壁面の処理と共に
大正ロマンを感じる。屋根の３つの排気塔もかわい
らしく印象的なアクセントとなっている。

（岡�秀紀）

〈参考文献〉
� 『佐田町史』１９７６年
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（１）地勢
豊川発電所に同じ

（２）地域の概略
豊川発電所に同じ

（３）立地
発電所：美濃郡匹見町大字匹見字平谷イ１６１１
取水口：美濃郡匹見町大字道川字黒ミ谷下平口

５７４番地。他に山の谷・津合谷・岩節谷
の３ケ所渓流取水がある。

取水口から発電所までの匹見川は、西中国山地国
定公園の表匹見峡にあたり、絶壁を背に４kmにわ
たって滝、奇岩、深淵が連続する渓谷となっている。
導水路は、匹見川の左岸沿って隧道が掘られた。
（４）沿革
昭和３年（１９２８）、当時の匹見川水力電気工業（株）
が二百万円を投じて建設した。
（５）発電施設
�発電施設
発 電 開 始：昭和３年（１９２８）７月１７日
発電所形式：水路式
発電所出力：１８７０kW
使 用 水 量：２．０８７m３／s
有 効 落 差：１２１．１７m
発電機１基：東芝製、大正１４年（１９２５）製造
種類：HS型
容量：１７５０kVA 電圧：６．６kV
力率：０．８０ 回転数：７２０rpm
水車 エッシャーウイス社製、大正１５年（１９２６）

製造
形式：横軸フランシス
出力：１４００kW

�堰堤（道川取水ダム）：石張コンクリート重力ダ
ム
堤高４．８５m、堤長２４．８５m
�水路：
幅員 １．６３６m
高さ １．９７m
全長 ５７２２．９６m
�水路橋：なし
�建屋：

平屋建て コンクリート、スレート
建坪 １９８．３５m２

（６）特徴
発電所を遠望すると、落差１２０mの水圧管が山肌
を一直線に下りて発電所に達している。建物前は匹
見川である。緑豊かな自然の中に、力強さを感じる。
発電所放水口より上流に、表匹見峡に沿って進む
と、渓谷左岸に沿って約５．４kmの隧道が掘ってあ
る。自然の雄大さと共に、水力利用のための人間の
エネルギーの偉大さを感じるのである。前記の発電
所の中で、有効落差が一番大きいことも納得できる。
今だ大正１５年（１９２６）製造の水車が稼動している。
外観は同年建築された豊川発電所ほど凝った造り
ではないが、１階窓の四角形構造、２階部のアーチ
構造などシンプルに済ませている。内部は鉄骨梁で
屋根の野地板を支えている。平側の壁面上部には、
今も手動クレーンを見ることができる。

（岡�秀紀）

〈参考文献〉
� 『石見匹見町史』１９６５年

２１ 中国電力（株）匹見発電所（旧匹見川水力電気工業（株））

電力／美濃郡匹見町匹見イ１７０２－３／中国電力（株）／昭和３年（１９２８）

中国電力（株）匹見発電所外観（水圧管）
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所有者 仁多町
構 造 １部２階 水車吹子・高炉 約３６８．６６m２

仁多町の中心街・三成から約１５km離れた、上阿
井の集落をとおり、さらに広島県高野町にむかう国
道４３２号沿いのところにある。近くには阿井川が流
れる。
昭和１０年、日立製作所安来工場の要請によって、
安政４年（１８５７）鉄師頭取の桜井氏が造った槇原鈩の
あった場所に明治４０年建造の槇原角炉があったのを
再建した。
たたら場は木造２階建て、桁行１４．５６m梁行１１．８３
m。軸組は軒高地盤から軒桁までは７．２８m、小屋組
は合掌作り、屋根は大浪亜鉛引板葺き、炉高１１．８m。
送風装置は水力を動力源とした４基の鞴。角炉に火
入れをすると１～３月連続して操業し、村下２人炭
焚き２人、小まわり２人の計６人により１２時間交代
で１５分おきに木炭と砂鉄を挿入した。製品は３時間
ごとに廃滓を出したあと、排銑し７０×１０×１０cmの
砂鉄の型の中に流し込んだ。製品は大部分安来工場

に送られた。操業は横田町の日立製作所安来工場鳥
上分工場とともに昭和２０年の終戦まで続けられた。
昭和１１年～２０年までの間、１日約５～７t，合計約
４０００t 以上の銑鉄を生産したという。
木炭銑は、砂鉄を原料に木炭を燃料として洋式製
鉄法を取り入れた煉瓦造りの角炉による製鉄法であ
る。操業の度に炉を壊す必要がなく連続操業ができ
た。量産ができる安価な洋鉄に比べ、和鉄とならび
高品質で戦時下であったので兵器材料に使用され
た。
たたら角炉伝承館は「神話と鉄学の道」事業とし
て桜井家所蔵資料をもとに角炉建屋、水車（上射式
日本型水車＝径４．８m幅０．７５m、差吹子＝長さ１．２６
m，幅０．４１m高さ０．６７m）小屋を忠実に復元した上、
作業風景を再現し、写真パネル等を設置したもの。
事業費１３２，５００千円。平成５年５月完成。

（勝部 昭）

〈参考文献〉
� 「山陰中央新報平成１２．１０．３」「桜井家資料」

２２ たたら角炉伝承館（旧槙原鈩角炉）

製鉄鋳物業／仁多郡仁多町上阿井／仁多町／昭和１０年（１９３５）頃

水車場平面図

水車機械場
送風管

槙原鈩角炉（昭和５９年撮影） 熱風管

アーチ
投入口

１０
．３帯金

水車場断面図

熱風管
帯金

小型熔鑛鑪
側面之図
（桜井家所蔵資料による）

３．６

５．１５

角炉槙原鈩倉庫（昭和５９年撮影）
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所有者 株式会社安来製作所 ワイエスエス
設 計
施 工

構造・形式
横田町は、古くからたたら製鉄が行われ、鉄に関
わりの深い土地である。
鳥上木炭銑工場は大正７年（１９１８）１１月、（株）安来
製鋼所鳥上分工場として設立され、特殊鋼原材料の
木炭銑生産、砂鉄採取、燃料木炭生産等を行った。
角炉（１号炉、日産３トン）は耐火レンガ造、小花
冬吉博士考案の小高炉で断面長方形であった。昭和
９年（１９３３）、２号炉（日産５トン）増設、戦後の休
止後、昭和２１年（１９４６）１２月操業再開、昭和２７年（１９５２）
６月、２号炉をペタレイジング設備に改修、操業能
率を向上した。しかし、諸事情により、昭和４０年
（１９６５）９月末、木炭銑生産を休止した。大正７年
（１９３２）～昭和４０年（１９６５）の木炭銑生産５５，３００トン、
砂鉄採取１６４，２００トンであった。（昭和２０年（１９４５）ま
での木炭銑生産１６，３００トン、砂鉄採取３８，２００トンで
あった。）
鳥上木炭銑工場は島根県東南端、鳥取県境近く県
道横田伯南線沿いに所在する。敷地内に２基の角炉
及び建屋が保存される。建屋は北東に面し、北側に
１号炉、南側に２号炉を内蔵する。敷地の傾斜を利
用した２階建で１号炉は木造、２号炉は鉄骨造の複
合構造である。内部に、作業員の更衣室、休憩所、
浴室跡等が残り、操業時がしのばれる。送風装置は、
現在、残されているのは電動式だが、当初は水車鞴
で水車の残欠や敷地を走る水路を確認した。また、
事務所、木炭倉庫や日刀保たたら関連施設が、「鳥
上村大呂鑪及製銑工場建設物配置圖及敷地周圍平面
圖」（昭和８年（１９３３））に近い配置で建ち、歴史的

景観がよく残されている。
角炉はたたらから高炉への過渡期に存在した、和
洋折衷の製鉄法であった。鳥上木炭銑工場は、この
生産施設が完全な形で保存される日本で唯一の場で
ある。平成８年（１９９６）、産業考古学会により産業遺
産に認定され、平成１０年（１９９８）登録有形文化財と
なっている。
なお、敷地内には、日刀保たたら関連施設が建つ。
これは、昭和８年（１９３３）、陸軍の外郭団体が建設し
た靖国たたらを、昭和５２年（１９７７）、（財）日本美術刀
剣保存協会がたたら製鉄技術の保存伝承と日本刀材
料の供給のため、生産遺構を復元、操業を再開した
もので、操業は継続され日本で唯一の和鋼製造技術
伝承の場となっている。 （小原拓生）

〈参考文献〉
� 『近代遺跡調査報告書－鉱山－』文化庁文化財部記念物課
２００２年１月
� 『横田町史』１９６８年
� 「やすぎ日立の足どり」日本海新聞連載 １９８２．９～
� 『山陰山陽鉄学の旅』中国新聞社 １９９４

２３（株）安来製作所ワイエスエス鳥上木炭銑工場角炉（旧（株）安来製鋼所鳥上分工場）

製鉄鋳物業／仁多郡横田町大呂／（株）安来製作所ワイエスエス／大正７年（１９１８）

鳥上木炭銑工場
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所有者 大和紡績株式会社

大和紡績株式会社
大和紡績（株）は昭和１６年（１９４１）４月に設立され
た。企業整備の国策に従い、業界中堅の４社（錦華
紡績・日出紡績・出雲製織・和歌山紡績）が対等合
併し、本社を大阪市東区に置いた。
出雲製織株式会社
大正８年（１９１９）１１月１０日の山陰新聞に出雲製織株
式募集の広告が載せられている。主な記事は、「紡
機＝英国製の最新品弐万錘を買い受けた・工場＝今
市町に決定せるに町民の熱誠なる歓迎を受け、同町
より金弐万五千円の寄付を受けたる已ならず一坪当
たり約弐円五拾銭を以て四万坪余買受の契約を了し
たり。募集＝資本金総額参百万円、一株の金額五拾
円、申込期間・大正八年十一月十四日迄。」となっ
ている。発起人２０名は県内と京阪神の資産家で、創
立事務所は大阪市博労町と地元今市町に置かれてい
た。翌年１月、地元の熱意と期待を担って出雲製織
（株）が創立された。
出雲製織（株）の創始者は、地元塩冶村出身の宍道
政一郎である。蔵前高等工業教員養成所・紡織科を
明治３９年（１９０６）に卒業、大阪織物会社技師長のとき
ビロードの製造研究に英国に留学、帰国後はベッチ
ンや寒冷紗の製法を日本において初めて完成させた
功労者であった。
出雲製織設立当初は、取締役会長四方田保、専務
取締役社長宍道政一郎、従業員は約４００人であった
が、島根県一の紡績織布工場であった。間もなく大
阪帆布を合併大阪帆布工場とし、同年中央紡績を吸
収して事業を拡大していった。
昭和に入ると、宍道スフ工場、石見人絹工場を設
立し多角経営に乗りだした。
大和紡績（株）出雲工場
大和紡績に合併時の出雲製織（株）の規模は、敷地

５４，９５０坪、建物２２，２８６坪、精紡機１４６，６９２錐、織機
１，３８３台であった。間もなく日本は第二次世界大戦
に突入したので輸出は激減し、原料は枯渇したが、
出雲工場は軍用綿布の指定工場として業績をあげ
た。

戦後、戦災を免れた出雲工場は電力事情もよく労
働力も豊富にあったから、太番手（２０番手）生産の
主力工場となって大和紡復興の原動力となった。昭
和２５年（１９５０）の月産高は綿布６万反、綿糸３，４６０梱、
従業員２，８３５人。原料綿はアメリカ・インドほか５
国から輸入し、製品の約６０％はアジア諸国に、２５％
は欧州に輸出している。
昭和４０年（１９６５）代半ば、日本の繊維工業は原料・
燃料が高騰して賃金コストの安いアジア諸国製品と
の貿易摩擦が激化し、工場閉鎖や人員整理が相次い
だが、出雲工場では昭和４９年（１９７４）に５億円を投じ
て超広幅カンバス織機を設備し、経営の多角化を
図った。
平成に入っても各地の紡績工場が閉鎖された。大
和紡績も紡績事業を縮小し、紡織生産は舞鶴・和歌
山・出雲の３工場に集約した。しかし円高と海外縫
製品の輸入が続き、ついに出雲工場からも紡織事業
を撤収することにした。
現存する工場は木造平屋建て、のこぎり型の屋根
で内部は改造されている。元織布部分がカンバス工
場に、紡績部分は主に資材置き場に利用している。

（今岡 清）

〈参考文献〉
� 『出雲市誌』１９５１年
� 『出雲市商工発展誌』出雲商工会議所 １９８４年
� 『ダイワボウ６０年史』
� 『ダイワボウ３０年史』大和紡績（株）１９７１年

２４ 大和紡績（株）出雲工場（旧出雲製織（株））

繊維／出雲市今市町／大和紡績（株）／大正９年（１９２０）

工場内部（昭和２年）現在は使用されていない。
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所有者 出雲グンゼ株式会社
（元・郡是製糸（株）今市工場）

養蚕業の興隆
島根県における養蚕業は明治２２年（１８８９）から急速
に発展した。県は養蚕業を勧業政策上の最重点にし
て殖産計画をたて、各村に蚕糸組合の設立を勧め、
養蚕巡回教授を各地に派遣するなど振興に努めたの
で、農家の養蚕熱が高まり従来の綿畑や藍畑が桑園
に替えられていった。養蚕（蚕座飼育）は重労働で
あったが、米に次ぐ現金収入となった。
大正４年（１９１５）から１１年間は、日本の蚕糸業は史
上最高の発展を遂げた。主にアメリカの生糸（絹衣
料）の需要が輸出を支えたのであるが、この間に生
糸輸出は数量で２．６倍、金額で５．４倍に拡大した。
島根県内産の繭は、県内の製糸業者や県外の大企
業の仲買人に購入されていたが、大正１３年（１９２４）今
市町に産業組合繭市場が開設され、競争入札・現金
取引によって活況を呈していた。
郡是製糸（株）今市工場の誘致

いかるか

郡是製糸（株）の本社は京都府何鹿郡綾部町（現綾
部市）にある。ここは、奈良時代に絹織物専業の集
落が朝廷の保護のもとに栄えていたという。
会社の創立は明治２９年（１８９６）、初代社長は羽室嘉
右衛門であった。社名「郡是製糸」の由来は、蚕糸
業の振興こそ何鹿郡の急務とすべき事業であり、何
鹿郡の「郡是」であると考えた創立委員長波多野鶴
吉が起稿した定款案によるという。
島根県が県是として、綾部町の郡是に分工場の誘
致交渉を進めた結果、塩冶村（現・出雲市塩冶町）
に決定したのは大正１０年（１９２１）で、工場敷地は国鉄
山陰本線今市駅に近く、国道に接した約１万坪（約
３万３千m２）の水田であった。近くに県立原蚕種
製造所（後の蚕業試験場）があった。
製糸業は原料繭と労働力の安定確保が重要課題で
あった。郡是製糸（株）は小規模の製糸会社等を買収、
或いは合併等によって生産規模を拡大してきたが、
今市工場は新設第１号であった。当時の簸川郡は県
内一の養蚕地帯であり、女子労働力も豊富にあった
から、時の簸川郡長、今市町長、塩冶村長らの懸命
な誘致運動が実ったのである。
郡是製糸（株）今市工場の盛衰
新設の今市工場は大正１２年（１９２３）２月、１２８釜で
操業を開始した。当年の繭価格は１貫（３．７５kg）１０
円２５銭という高価格であった。今市の鑑町および塩

冶の大正町は、郡是工場操業が契機となって形成さ
れ新町の名である。
今市工場は、施設・設備を拡充して昭和８年

（１９３３）には釜数５４０、購入繭約１，３８０トンとなった。
従業員約８００人の主な作業は、選繭－煮繭－繰糸－
揚げ返－仕上げであった。
やがて日本は第２次世界大戦に突入したので製糸
のアメリカ輸出は途絶した。昭和１８年（１９４３）に日本
蚕糸製造株式会社（日蚕）が設立され、郡是は今市
を含む１７の製糸工場を日蚕に移管した。今市工場も
事業を縮小して軍需用乾燥野菜を製造していた時期
もあった。（戦後、再び郡是製糸に）
終戦後、製糸は再び輸出産業に復活したので、出
雲地方でも養蚕業の復活、飼育方法の改良も図られ
た。しかし、やがて化学繊維が普及、繭価格が低迷
して養蚕農家は減少していった。
昭和４５年（１９７０）には本社の製糸部門は戦後最大の
欠損を計上したので、集中合理化することになり、
出雲工場は出雲グンゼ（株）と変り、アパレル（メリ
ヤス肌着縫製）事業を開始した。こうして翌年９月、
出雲工場は製糸の歴史を閉じた。
現存する主な建物は生地の裁断、縫製、仕上げ、
編立て工場と食堂、ボイラー室が鉄筋コンクリート
造りで延べ面積約３，６６０m２。事務所、女子寮、倉庫
等は木造で延べ面積約３，１００m２、改修されているが
骨格は製糸創業時のものである。 （今岡 清）

〈参考文献〉
� 『出雲市誌』１９５１年
� 『新修島根県史』１９６７年
� 『出雲市商工発展誌』出雲商工会議所 １９８４年
� 『グンゼ１００年史』
� 『島根県農業試験場百年史』島根県農業試験場 １９７９年

２５ 出雲グンゼ（株）（旧郡是製糸（株）今市工場）
繊維／出雲市塩冶町／出雲グンゼ（株）／大正１２年（１９２３）

出雲グンゼ（株）
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所有者 オーエム製作所（株）

オーエム製作所宍道工場は、昭和初期に建築され
た木造２階建の事務所と鋸刃型の屋根型式の外形を
持つ工場、それに附属する建物で構成されている。
敷地面積７０，４７５m２、建物面積１２，４４１m２であるが一
部関係会社に貸与され、改築もなされている。この
工場は、出雲製織株式会社宍道工場として、昭和８
年（１９３３）宍道町の誘致企業として着工され、昭和１０
年（１９３５）４月より操業された。当時敷地面積約１２万
m２（１２町歩）に綿紡績５万錘の工場設備により綿
糸の製造から始まった。生産高は、１か月綿糸２，５００
梱をあげ、西脇市の輸出布の原糸として好評であり、
会社は業績が大変向上、経営は順調であった。昭和
１２年（１９３７）２万２千錘のスフ紡績が増設され、７万
２千錘の大工場となり、従業員も１，０００名を越え操
業が続いた。その後、昭和１６年（１９４１）、国の企業合
理化方針に従い、紡績４社が合併し大和紡績が誕生、
同社宍道工場と社名変更した。太平洋戦争が苛烈に
なるに伴い、軍部の要請により紡績を廃止し、昭和
１８年（１９４３）軍需産業に切替えた。大和紡績宍道兵機
工場と改称、学徒動員等を含め３，０００人態勢で魚雷
の部品等を生産。
終戦と共に工場も再び転換、大和機械工業（株）と
して現有の設備を利用し、戦災紡機の修理、製造・
自転車の製造を開始した。昭和２２年（１９４７）スーパー
ハイドラフト精紡機の発明、製造に成功し、順次生
産を拡大した。これがオーエム紡機の基礎となり、
世界に誇る紡績機械にまで発展することとなった。
昭和２５年（１９５０）オーエム紡機製作所と改名、本格
的な精紡機の製造に至った。同年宍道工場内に紡績
工場を設置、紡機製造とその紡機を使用する紡績工
場が同一構内に併設され、類例のない工場が誕生し
た。国内の紡績各社は、スーパーハイドラフト精紡
機の高性能を認め競って採用したと言われる。昭和
２７年（１９５２）にはリオデジャネイロで開催された博覧
会に出品し、戦後初めてブラジルに輸出し、続いて
インド・パキスタン・台湾・中国・エジプト・フィ
リピンなどの綿花生産国に輸出した。昭和２７年
（１９５２）には、高松宮殿下が親しく工場を参観される

光栄を得ている。昭和３１年（１９５６）にはスフ紡績工場
が増設され、綿紡績３万６千錘、スフ紡績２万６千
錘、合わせて６万２千錘の紡績工場も稼働した。
昭和３０年（１９５５）代は、紡績工業、繊維機械工業の
全盛時代とも言えた。しかし、昭和４０年（１９６５）以降
紡績機械の受注も落ちはじめ、一部の施設と従業員
は同系列の他社、オーエム電器（コンデンサ製造）
とシンジテキスタイル（大和紡績の子会社）に転籍
されて操業、今日に至っている。
一方昭和５２年（１９７７）には、オーエム製作所の鋳物
工場も独立させ、同一敷地内にオーエム金属工業
（株）として発足、工作機械、自動車部品等の鋳物生
産を行っている。
オーエム製作所は、繊維機械から工作機械、自動
機械の生産に漸次移行し、現在に至っている。昭和
初期建築の木造建物は、近代的な機械工場としては
使いづらいところが多く、老朽化も進んできた。平
成元年（１９８９）および４年（１９９２）に旧建物の一部を取
壊し、自動機の組立工場として２棟を新築している。
昭和９年（１９３４）に紡績工場として建築された木造
工場は、幾多の変遷をたどりながら６８年後の今日も
近代化遺産としての役割を果たし、使用されている。

（犬山英男）

〈参考文献〉
� 『宍道町誌』１９６３年
� 『技術の足跡５０年』オーエム製作所（株）１９９６年

２６ オーエム製作所（株）宍道工場（旧出雲製織（株）宍道工場）

繊維／八束郡宍道町佐々布７５／オーエム製作所（株）／昭和１０年（１９３５）

オーエム製作所（株）宍道工場
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所有者 石西蚕糸農協連合会
設 計 不詳
施 工 不詳

有限責任生糸販売購買組合連合会石西社は昭和４
年（１９２９）３月２３日島根県鹿足郡日原林大字日原２２４
番地に設立された。
昭和４年（１９２９）７月２２日大字枕瀬字枕瀬国有森林
附属地に事務所・工場を建設してここに移った。
敷地面積 ４，５２２ha
職 工 男工１０人、女工９０人
総 出 資 １０８口 ５４，０００円
生糸は景気の変動にともない価格の変動がはげし
く、昭和３年（１９２８）～２０年（１９４５）頃までは中小産繰
製糸はもちろん、組合製糸のなかにもかなりのもの
が倒産した。
石西社の創立はこのような時期であったから経営
はきわめて困難であった。しかし石西社は町村産業
組合をもって組織されていたので、信用程度も高く
経営を継続することができた。
昭和８年（１９３３）８月、石西社は島根県蚕業課長原
三郎に懇請して原料主任に小山映雄（後に島根県議
会議長）を迎えた。小山はこれから昭和２５年（１９５０）
１月まで１７年間工場長、知事の承認による官選専務

理事として石西社の経営に専念した。
昭和１８年（１９４３）９月１日日本蚕糸統制株式会社が
設立され、全国の製糸経営は一本化された。石西社
はこれに編入され、日本蚕糸統制株式会社石西工場
となった。
昭和２３年（１９４８）８月農業会の解散とともに、美濃
鹿足郡下の養蚕農協１，５００人、３２組合の熱望によっ
て石西蚕糸農業連合会がつくられ、農業会から製糸
事業を引きつぎ石西社が復活した。
昭和５４年（１９７９）１１月２日石西蚕糸農協連合会は日
原町山村開発センターで創立５０周年の記念式典を
行った。県知事他の多数来賓があった。
幾多の変遷にともない、養蚕農家の激減によって
製糸業は逼塞状態に落ち入る。平成３年（１９９１）度か
ら赤字経営が続く中で、地元日原町民の石西社の火
を消すなの切なる願いも空しく、平成７年（１９９５）１２
月島根蚕糸販売農業協同組合連合会は、製糸事業を
閉鎖し翌年（１９９６）３月には組織解散、平成８年
（１９９６）３月末第三セクター株式会社石西社に引き継
いだ。 （村上 進）
〈参考文献〉
� 大庭良美『日原町史近代上巻』１９７６年
� 大庭良美『島根蚕糸販売農業協同組合連合会石西社史』島
根蚕糸販売農業協同組合連合会 １９９６年

� 大庭良美『日原町農業協同組合史』日原町農業協同組合
１９８７年

２７（株）石西社（旧生糸販売購買組合連合会石西社）

繊維／鹿足郡日原町枕瀬９７５／（株）石西社／昭和３年（１９２８）

創立当時の石西社 石西社内部
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所 有 者 国暉酒造有限会社
設 計 不詳
施 工 不詳
構造・様式 木造・土蔵造

場所と周囲の状況
す

大橋川北岸、末次の名は、出雲風土記のなか、「須
え つ ぐのやしろ

衛都久社」と、ある。
この社は、古く末次村の氏神であると共に、藩主
松平氏の産土神でもあったため、地域住民の格別崇

す え つ ぐのやしろ

拝の社であった。末次界隈は、古くから須衛都久 社
を中心とした農漁の寒村であり、兵火が激しく、戦
火に焼かれることしばしばであった。
堀尾吉晴が築城に着工した、慶長８年（１６０３）頃、
橋北一帯は、末次郷と称され、橋南は白潟と称され

す え つ ぐのやしろ

ていた。後に、須衛都久社の湖岸周辺は、下茶町（東
茶町）と上茶町（西茶町）となった。茶町と言う名
の由来は多設あり、もともと須衛都久神社の境内近
くまで宍道湖岸が寄っており、宍道湖からの参拝が
多く、この近辺にたくさんの掛茶屋が並んでいたと
ころからという説。茶屋という屋号の富商が住んで
いたからという説などがある。
茶町は、松江一住民の多い町であった。当時の屋
敷帳によると、藩政末における家数は９３軒あったと
いう。
茶町は庶民の町。したがって、東茶町には、西か
ら板屋小路、紅屋小路、羽山小路、新小路など、数
多くの小路があった。板屋は材木問屋。紅屋は紅。
羽山は白潟本町の伊豫屋のことで、それぞれの借家
にちなむものである。
また、茶町という町は昔から一芸に秀でた人物の
多いところであった。維新前後には御抱表具師木村

にゅうぼく

栄蔵。つるがやと号し、入墨、表装の名人であっ
た。今日松江の有名な画幅が立派に伝っているのも、
つるがやの表装技術に負うところが多い。
そして、木村の養子になった堀礫山は、私立画学
校方園舎を開いた。その他、四條派の撫陵、土佐派
の伊藤風洋。指物師鈍慶、大谷忠次郎。ロクロ師小
林幸八。風流人で俳人松崎昨非坊。そして、世界的
な浮世絵家で松江屈指の豪家であった桑原羊次郎双
蛙翁などなど、数多くの著名人を輩出した。

がらやちょう

そして茶町に隣接する柄屋町は、築城の際、舟運
の石材を陸揚げしたところで、古くから船着場とし

て栄えていた。柄屋はタンガラ染三築某の借家が
あった。因みにタンガラ染めとは、樹皮や草根の汁
を用いて色染めをすることである。
成立と経緯
岩橋家は、江戸時代から現在地に於いて廻船問屋、
藍染業、水産業など幅広い商いを行い、松江藩の信
頼も厚く、名字帯刀も許されていたという。現在の
店舗は、文化５年（１８０８）の大火の際に再建されたも
のである。
明治７年（１８７４）、岩橋清次郎が酒造業を創業。松
江藩の土蔵を譲り受け、仕込蔵とした。
第二次大戦中は、企業整備により一時休業。昭和

２１年（１９４６）、全国に先駆けて、復活運動の本部を置
いた。
その結果、松江・八束・能義の９業者で、松江酒
造有限会社を設立。昭和３１年（１９５６）には國輝酒造有
限会社を設立。翌年、酒名を「國暉」とし、社名を
國暉酒造有限会社と改めた。
建物の現況
店舗が道路側にすでに建設されていたので、藩よ
り譲り受けた土蔵は、分解し、宍道湖側からの搬入
が行われたものと思われる。そして、藩の何に使用
されていた土蔵なのかは判明していない。
大型の梁，桁は数百年の年月を感じさせないほど
に頑強である。梁の一部には、当時のものと思われ
る、墨書がのこされているが判読不能。棟板、棟書
き等の確認は出来ていない。 （成相 脩）

〈参考文献〉
� 荒木英信編『松江八百八町町内物語白潟の巻』１９７７年
� 『ふるさと城西』城西ふるさとづくり推進委員会 １９９４年

２８ 國暉酒造（有）醸造蔵
醸造／松江市東茶町／國暉酒造（有）／明治７年（１８７４）

國暉酒造
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所 有 者 米田酒造
設 計 不詳
施 工 不詳
構造・様式 木造・土蔵造

場所と周囲の状況
松江藩が藩財政維持のため、藩営専売機関として

き み かた にんじんかた ふ そうかた

設けたものに、木の実方、人参方、釜甑方があった。
なまろう

木の実方は生蝋の製造、人参方は人参、釜甑方は
鋳物の製造を行い、収入は大いに藩の財政を助けた。
『松江藩格式と職制』によると「人参方奉行および
木の実方奉行。両役所とも御趣向役所にして、すで
に人参（薬用人参）のためには年々御利益ある事に
なりて、一廉の御金役所といひし。元来この人参の
栽培且つ製造方その販売先等、これま肥前長崎にお
いて専らその取引有りて、その製法の行はれ開けし
起りよりして、漸々この役所の成立ちしは誰人の元
尽力。（中略）
また木の実方も同様、元木実は俗に「ごろた」と

はぜ

申し，桐油従前は灯油を絞られし一方、櫨の実をし
ろうそく

て蝋を絞り蝋燭を製造せられ、同役所も古く御利潤
あるに至り御金役所と旧来申せし。一節に御家中へ

あか

も月々蝋燭および明し油をば、代金をもって御払渡
し相成りいたるにあり。この木実方の成立その起こ
りをも探索中。前県史、市誌の側において何か手に
入りし好材料はこれ無きや。野間忠太夫の家に木実
方に関係云々あるや申しいたるとか。これも近来松
江におらずその尋ね方に窮しおり候。両役所とも奉
行は一人づつ、添奉行・押合これ等は組付役、内改
以下計吏・元メ・下役人、その他製法・製造等につ
いて要する事あらば聞込みの上は、両役所の位置そ
の場所について記す事もあるべし。」とある。
このうち、木の実方の役所が南田町にあった。そ

ろうそく

れまでの菜種油の灯油に代わって登場した蝋燭は、
当時の生活の必需品であった。それを藩営専売にし
たのであるから、松江藩の利益は大きかった。藩の
御細工所での蝋燭製造が本格的になったのは、延享

はぜ

４年（１７４７）からであった。蝋燭の原料であった櫨の
実は、宝暦１１年（１７６１）には、約１６アールに５万本が
植えられ、主産地は松江市周辺であった。初年度（延

享４年（１７４７））の買い上げ櫨実は、一万貫に達した
という。そして３年後の宝暦元年（１７５１）には、５．４
m×２８．８mの蝋打場と、５．４m×１６．２mの土蔵を持っ
た、木実方役所を南田町に新設した。
成立と経緯
米田酒造は、明治２９年（１８９６）松江市東本町に、米
田金五郎によって創業。昭和３０年（１９５５）、これまで
松江藩木の実方、木蝋作業場として使用されていた
蔵を隣接する醸造工場に利用するために買い受け
た。
木の実方作業場として使用されていた蔵は、東西
に長く建っていたのだが、同年完成した大輪町通り
に並行する形で、隣接する工場敷地に、南北に家引
き、移築したという。移築の際、木の実方作業蔵か
らは、古い庭や池の遺構が発掘されたという。木の
実方として使用されるまでのこの敷地が、いずれか
の屋敷跡ではなかったかと思われる。
建物の現況
木造瓦葺、土蔵造り。外部は漆喰塗り。移築当時
そのままの状態で現在も使用。平成１３年（２００１）には、
外部漆喰その他の修理も行い、現在は真新しい姿を
見せている。古いものを大切にする所有者の建築に
対する思いが伝わる建物だ。敷地内にある、レンガ
造の煙突も、昭和３０年（１９５５）頃のものである。本格
的なイギリス積みのレンガは、整然として美しい。

（成相 脩）

〈参考文献〉
� 中原健次著『松江藩格式と職制』松江今井書店 １９９８年
� 荒木英信編『松江八百八町町内物語白潟の巻』１９７７年

２９ 米田酒造貯蔵蔵
醸造／松江市南田町４１／米田酒造／大正７年（１９１８）

米田酒造
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所 有 者 合資会社森山勇助商店
設 計 不詳
施 工 不詳
構造・様式 吉野杉

場所と周囲の状況
石橋町は、この名の示す通り、かつて石橋入り口
に、奥谷川をまたがる大きな石の橋が掛かっていた。
この橋は、江戸時代の古文書に「石橋町入口橋、壱
間に五尺」と記されている。
『新修松江史誌』によると、「西原川、北堀川の北
部を城北と総称す。もと亀田山の北地続きであった。
赤山、西原山、宇賀山、千手院山其の他の小丘陵起
伏し、其の間に谷、又は支谷をも派生し、複雑なる
地形を為して、北堀、奥谷及び石橋の三町を分かち、
概ね古く諸侍以下の住宅地であって、庶民は一般に
石橋町本通りと、北堀川北岸に集まり、其の他は、
之等各々一部に点在していた。」とある。
石橋町は庶民の町といわれ、藩政時代、縁の下の
力持ちであった職人、町人の町である。
現在の石橋四丁目あたりを、かつては「縄手」と
呼んでいた。正保年間の古図では、「縄手町」と記
されている。この縄手町界隈は、古くから良い水が
得られるところであった。石橋四丁目入り口には大
井戸が現在も残り、この隅に小さな祠があり、そこ
に「文久三年七月」と記されており、この井戸は幕
末頃に掘られたものであることがわかる。当時の井
戸は、主に飲料水を確保するためのものであったの
だろう。しかし、江戸時代の松江は、大火が多く、
この井戸が掘られる４０年前にも、石橋地区で１４２戸
を焼失するほどの大火に見舞われていることや、世
が幕末という騒然とした時代であったことを考える
と、その他に、非常の際の用途もあったのではない
だろうか。
また、重量のある米や大豆を原料とする醸造会社
や豆腐屋には、運送の手段としての水路が縦横に
走っていたというのも、この地に集積した大きな要
因ではなかったのだろうか。
宍道湖、大橋川に大船で集積された原料は、小船
に移し、市内の堀川を利用して石橋へ運ばれた。

現在でも酒造会社や水を利用する豆腐屋が数件並ん
でいる。
成立と経緯
初代森山勇助は、明治８年（１８７５）にこの地で創業。
工場建設と同時に醸造桶を設置、今にいたる。
桶の材質は、吉野から取り寄せた吉野杉といわれ
ており、操業当初から絶えることなく使用されてき
た。桶の中は、操業当初から一度も空にしたことは
無い。一旦、桶を空にすると、桶を作っている杉材
が乾燥し、その途端に崩壊すると伝えられ、代々絶
やすことの無い努力が続けられてきた。
また、醤油を作るときに使用する、麹菌は工場内
部、いたるところで繁殖している。これも、建物内
部に付着した麹菌をそのまま使用するため、操業当
初からの麹菌が代々生き続けていることになる。
現況
吉野杉で作られた仕込み桶は、現存する数８０。桶
の口先までかさ上げされた床には、一面にむしろが
敷き詰められ、建物内部には分厚い麹菌が付着して
いる。
直射日光を控えた仕込み室に並ぶ８０もの桶。常に、
満々とたたえられた原料から出る気泡は、百数十年
桶と麹菌の生きてきた証なのだろう。 （成相 脩）

〈参考文献〉
� 『わがまち城北』城北地区ふるさとづくり推進委員会 １９９４
年

� 『新修松江市誌』１９６２年

３０ 森山醤油醸造桶
醸造／松江市石橋町３９３／（合）森山勇助商店／明治８年（１８７５）

森山醤油醸造桶

島根県の近代化遺産 56


